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開 議 午前１０時０１分 

議 事 日 程 議長は、本日の議事日程を次のとおり報告した。（別添付） 

会議録署名 

議員の指名 

議長は、会議録署名議員に次の２名を指名した。 

 ４番   澤 上   訓 議員 

 

 ５番   木 村 忠 一 議員 
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議  案  の  経  過 

日 程 発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

   

 事務局長 

（赤坂千敏君） 

 おはようございます。 

 議場内の皆様にお願い申し上げます。議場内では携帯電話やスマ

ホの電源を切るか、マナーモードに設定くださるようお願いいたし

ます。 

 議会開会前に、一般質問についてご説明申し上げます。 

 本日は６人の一般質問が予定されております。 

 質問時間は６０分以内としております。時間制限の５分前には次

のように呼び鈴を鳴らします。また、６０分に達しますと次のよう

にベルを鳴らします。このベルが鳴りましたら、速やかに質問を終

了願います。 

 それでは、修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 

 ご着席ください。 

 

会議成立 

開議宣告 

西舘議長  おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１５人です。定足数に達しておりますの

で、直ちに本日の会議を開きます。 

 

  （開会時刻 午前１０時０１分） 

 

議事日程報

告 

西舘議長  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 一般質問は、通告書により順に発言し、次の質問に入る際はその

旨を告知し、発言してください。 

 また、おいらせ町議会会議規則第５４条により、「発言は簡便と

し、議題外にわたり範囲を超えてはならない」とされておりますの

で、改めてお知らせいたします。 

 

一般質問 西舘議長  日程第１、一般質問を行います。 

 抽せん順に発言を許します。 

 １席８番、平野敏彦議員の一般質問を許します。８番、平野敏彦議

員。 
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質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 おはようございます。令和３年第４回おいらせ町議会定例会に当

たり、議長のお許しを得て、８番、平野敏彦が通告に従いまして、一

問一答方式により一般質問させていただきます。 

 第２０６回特別国会が召集され、第２次岸田内閣が発足しました。

首相は、政策課題としてコロナ対応や経済対策、外交安全対策を掲

げ、スピード感を大事にして取り組むと強調されております。 

 岸田内閣のコロナ禍で傷んだ経済の立て直しへ始動した直後に、

コロナウイルスの新たな変異株オミクロン株が急拡大をしておりま

す。世界保健機関は、世界的に拡散する可能性が高く、その危険性は

非常に高いと、各国に警戒を呼びかけております。経済の立て直し

の前に、国内感染防止対策に万全の対応を望むものであります。 

 当町では、関係職員をはじめ医療スタッフの懸命な取組と真摯な

対応により、感染者数ゼロとなっております。改めて深く敬意を表

し感謝申し上げます。 

 それでは、通告いたしました一般質問について町長の所見をお伺

いいたします。 

 第１点目、町消防団員の確保対策についてであります。 

 本年４月、消防庁が全国自治体に通知した団員の報酬アップに消

防関係者からは、団員の確保につながると期待の声があるが、団員

の減少要因が「ライフスタイルの変化など複雑化している」など効

果に懐疑的な見方もある一方で、報酬アップ分の財源負担が不透明

で、慎重な自治体もあるとあります。当町の対応についてお伺いを

いたします。 

 町消防団の定数、これは条例で定まっておりますから、それと団

員数、また定員不足の団員数と分団の中身についてお伺いをいたし

ます。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 １席８番、平野敏彦議員のご質問にお答えします。 

 まず、消防団員の定数ですが、消防団条例に定められており、３２

０人となっています。 

 次に、団員数でありますが、本年１２月１日現在の数字として２

９３人となっています。よって、定数に不足している人数は２７人
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となります。 

 なお、消防団の定員に関しましては、分団ごとに定めてはおらず、

消防団全体で取り扱っておりますので、定員不足となる分団はあり

ません。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 私は、過去に２９年の９月議会でも、消防団の組織再編について

質問しておりますけれども、そのときの議会の質問の中で、定員が

そのときは２２年４月、消防は１８年に誕生して、両町の組織をそ

のまま引き継いで、２２年４月から本団に、百石分団から百石第１

分団から第１０分団、下田第１分団から９分団という形で消防団が

統合したという形で、町の答弁があります。 

 そして、また団員数についても、ここで見直しをして現有の団員

数に、３２０になってきております。それからいって、今現在もその

定員を割っているわけであります。町長が言うように、各分団ごと

の定員というのは定まっていません。条例を見ましてもそうです。 

 そういう中でいきますと、現在のこのままの団員数で業務に大き

な支障が出てこないという形で捉えているのか確認をしたいと思い

ます。 

 

 西舘議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課

長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 議員おっしゃるとおり、条例定数は３２０、それに対して実団員

数は２９３ということで、２７名減ということになっております。

消防活動等に支障はないかということでございますが、現時点では

確保されている分団の各団員の状況で対応している状況でございま

す。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番  各分団で対応するという、定員数が各分団でないわけですから、
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（平野敏彦君） 今の２７名ですと、割り振っても１分団１、２ぐらいの減員数で不

足するという形になるかと思いますけれども、ただ、やはり基本的

にこの組織の再編、見直しというのは非常に大きな課題だと私は思

います。 

 それで、この（２）のほうに入らせていただきますけれども、百

石、下田分団、今、さっき言ったように、百石１から１０、条例です

と９ですか、下田が１から９という形で、現状のこのままで組織し

て、この実態でずっとこれからもいくということなのかも確認をし

たいと思います。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 消防団の分団組織の再編につきましては、これまでの議会におい

ても担当課長から答弁しておりますが、令和２年３月開催の消防団

幹部会議において、今後の消防団組織の在り方や再編の考え方につ

いて示したところであります。 

 その後、昨年度は各分団の状況を把握するためのアンケート調査

を実施し取りまとめたところであり、今年度は団員の数や出動状況

を踏まえ、活動状況に支障が出てくる可能性がある分団と意見交換

することとしております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 これからまたさらにそういうアンケート調査をするということで

ありますけれども、さきに私が質問した２９年の時点では、この再

編については、町では団員の、各団の意見を参考にして検討してい

くという答弁をしているわけですよ。 

 そうすると、その２９年からどういう形で検討して、今のような

経緯に至ったのか。私は全然その動きがなかったんじゃないかとい

う気がするのですが、実際に改善を図るための消防団の幹部とかそ

ういうものに提言をして再編、町ではこういう形で課題として消防

団の部分についてはありますから、各地域ごとに検討、見直しをお

願いしますということとか、そういう取組がこれまでなかったのか
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どうか、確認したいと思います。 

 

 西舘議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課

長 

（成田光寿君） 

 それでは、お答えいたします。 

 町長の答弁とも重複する部分がございますが、ちょっと時期をち

ゃんと整理してご説明いたしますと、令和２年の３月、消防団の幹

部会議におきまして、町から今後の消防団組織の在り方とか再編の

考え方について、資料等をきちんと整理してお示ししたところでご

ざいます。令和元年度の末でございます。 

 令和２年度に入りまして、町で示した考え方について、各分団の

状況、それからその理解度等を把握するためにアンケートを実施い

たしました。それは令和２年度でございます。 

 その後、今年度でありますが、そのアンケート調査を踏まえまし

て、各分団、多いところ、少ないところ、ありますので、団員の数が

少ないところとか、出動状況があまり芳しくないところ等を精査し

まして、活動に支障が出てくる可能性があるところの分団と、今年

度意見交換をしようということで動きを取っているところでござい

ます。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 これは、今課長が言っているのは、令和元年以降にこういうこと

をしたということでしょう。私が聞いているのは、その２９年の９

月議会で私が質問して町が答弁した、検討するということで答弁し

ているわけですから、その２９年から元年までは何もしてこなかっ

たということですかという確認をしているんですよ。 

 

 西舘議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課

長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 平野議員おっしゃった、平成２９年度、３０年度、令和元年度のあ

たりになりますが、当時の消防担当課で様々、背景とか課題、そうい

ったものを整理をして、町としての１つの考え方、今後に向けての
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消防団組織の在り方とか再編の考え方等を整理して、それを消防団

にお示ししたところでございます。特段何もやっていたわけじゃな

くて、様々な課題とか現状とかそういったものを整理をして、それ

をまとめていた作業をしていたというふうに推察しております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 私はね、この事務的な処理の中で、それがもう引き継がれている

のかどうかというのが疑問なんですよ。町長、議会でこういう形で

検討しますと、それが、そのときの担当課長がちゃんとそれだけの

意識がある、それが人事が配置替えになって、今度、担当が変わる、

それによってそれがつながっているのかどうかというのが、非常に

私は議会の質問の中で、もう議会が終われば全て一件落着したんだ

という解釈をしている課長が多いんじゃないかと。 

 やはりそういうものはちゃんと事務引継の項目の中に、きちっと

議会の項目でこういうものを検討して、次の質問に備えておくとい

う手だてというのはあるのですか。総務課長、この事務引継につい

てはですよ、その様式があって、町の引継ぎの様式があるのですけ

れども、その項目ごとにこの課題とかそういうのを書く欄というの

はないのですか。総務課長、どういうふうに確認していますか。 

 

 西舘議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（西舘道幸君） 

 平野議員の質問にお答えします。 

 引継書の中には、今後検討する事項とか、そういう形で各課長さ

んのほうで残して引継ぎをされているというふうに確認はしており

ます。 

 あと、議会の中で今のように検討する事項とか課題となった事項

については、議会終了後に各課長から報告を受けて、今後の対応と

いうことで、次の議会に向けてということで協議の場を設けて進め

ているところです。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ８番。 
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質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 その段階までは私は評価しますよ、ちゃんとね。確認して評価す

る。ただ、この配置替えがあったりなんかして、それがちゃんと目に

届いているのかどうかですよ。つながっているかどうか。忘れてい

るんじゃないかと私は思うんですよ。 

 ですから、いや、あれがどうなったんだ、報告が全然、する機会も

ないし、質問しなければ出てこないというのは、１つの課題だと思

いますし、やはりこういう組織の再編については、公な形で適宜こ

う、時期を見て報告すべきだと私は思うので、ちょっとひとつよろ

しくお願いしたいと思います。 

 そうすると、今この消防団のその規則第２条でいきますと、管轄

区域が百石１から１０、下田１から９、そういう中で、その団員数が

不足してきている、そしてまたその前の答弁ですと、下田の新しい

広域の消防の団付けができれば、条件が変わってきて見直しを検討

しなければならないという答弁だったんですよ。 

 下田地区に北署のあれができても、組織の再編がどういうふうに

話し合われたのかも全然答弁になっていないじゃないですか。あれ

ができれば、逆に言えば、組織を見直しする１つのいい機会だとい

う、私はこう、町もそう捉えていたし、私もそう理解していたのです

けれども、その辺の経過というのは何も全然答弁になっていないじ

ゃないですか。その辺はどうなのですか。できたことによって、初動

調査、いろんな意味で対応が、北部地区については条件は整ってき

ているということで、じゃあその周辺の部分についても、分団の見

直しだって可能になってくるというふうに私は理解したのですけれ

ども、その部分というのは全然答弁になっていないじゃないですか。

本当に検討されているのだったら、ちゃんと話をしてくださいよ。 

 

 西舘議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課

長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 旧下田の北部地区の関係でございますが、具体的に今回の当課で

進めている消防団の再編の中では、特に取り扱ってはございません。

現在進めているものといたしましては、３段階で総合再編を考えて

ございます。 

 まず、１段階目としましては、各分団の人数が減ってきているこ



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－１０－ 

ともございますので、おおむね１０人ぐらいを最低ラインというふ

うに考えてございまして、それらの１０人前後のところの小規模分

団を対象に、まずは対象となる分団と意見交換をしようと思ってお

ります。 

 その後、第２段回目としては、消防活動の効率性とかそういった

もの、特に管轄区域の人口とか面積を踏まえた調整をしていきたい

と思っています。 

 その後、３段階としては小学校区単位、大きいくくりでの調整と

いうことで、段階を経てやることになります。 

 ただし、先ほど北分遣所が発足したことに関するところは、２段

回目の管轄区域の人口との中で吸収して整理できるのかなというふ

うに思ってございます。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 私が聞いているのに簡潔に答えてくださいよ。やっていなかった

らやっていないで、議論したらどういう形に結果が出てとかという

のを言えばいいんですよ。別に私はね、ただここの中に、議事録の中

にあるんですよ。２６年度には町北部地域において、おいらせ消防

署北分署が配置されて、いろんな社会的要因や地域事情を踏まえ、

おいらせ消防団として今後の組織体制や運営について検討する時期

に来ているというふうに、ちゃんとこれは議会答弁で出ているわけ

ですよ。 

 だから、これについてはどうやって検討したのかというのを聞い

ているわけですから、何も別にほかのほうを聞いているわけじゃな

いんですよ。 

 同じことで繰り返しになると思いますので、私はもうこれで、こ

の件については、２番目は終わりますけれども、町長、こういう町と

してのちゃんとこう、課題を掲げて検討するということで進めてき

たわけですから、それを消防団組織内にもこういう町の消防体制が

一部改正になって、こう変わってきていますから、ぜひこの部分に

ついては検討してくださいという提言をして進めてほしいと思いま

す。お願いします。 

 それでは、３点目に入らせていただきます。 
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 現行の費用弁償については、１人１回２，０００円となっていま

す。私もこの、見ればですね、出動もその他の災害出動、救急業務、

それから訓練出動、警戒出動、１人１回、全部支給単位が１人１回。

それで、金額は２，０００円だけですね。 

 これは、果たしてこの単価でよしとしているのか、私は非常にこ

う、あまり安過ぎるんじゃないかという思いがあって質問しました。

町長、どう思いますか。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 本題に入る前に、先ほどの消防団の統廃合に対しての検討という

ことで、私はここに座っているときじゃなく、２９年というと、まだ

前任者の部分でありますけれども、事務の引継ぎがうまくいってい

なかったのかなと思って申し訳なく思っておりますので、今現在は

統合に向けて、団員が１０人前後のところもあると聞いております

ので、大変デリケートな問題でありますけれども、消防団のボラン

ティア精神等を損なうことのないように、前向きに進めているとこ

ろでありますので、そういうことでご了解くださればと思います。 

 それでは、本題につきまして答弁します。 

 お答えします。 

 現在、消防団員が火災等に出動した際、手当としての費用弁償は

１人当たり１回２，０００円の支給となりますが、上十三地区内の

市町村で同一の金額であり、県内市町村の平均金額においても１，

８２３円となっているため、特に当町の支給金額は低くはないと思

っております。 

 なお、本年４月、総務省消防庁から消防団員の報酬等、処遇改善に

関する通知があり、現在、その内容を踏まえ、担当課において見直し

作業を行っているところであります。 

 見直し内容については、出動手当を出動報酬に改めるとともに、

報酬額についても、出動時間が長時間にわたる場合は増額する方向

で調整しており、来年４月からの実施を予定しております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ８番。 
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質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 今の町長の答弁ですと、上十三地区内は統一しているんだと、２，

０００円だということ、それから見直し、県内のそういう単価割を

しますと、１回当たり１，８２３円。私はね、これで本当に行政側の

この判断が正しいのかどうかというのは私、非常に疑問を感じるわ

けですよ。 

 この消防団条例の中にあるように、役目というのはすごいですよ

ね。消防の果たす役割というのは。本当にそれだけの、この２，００

０円でいろんなものを消防団には求めているわけですよ。私は本当

に、いや、町長だったら、これじゃあ駄目だと、見直しをしなければ

駄目だという、こう、思いになって当たり前だと思うのですけれど

も、事務方のその答弁資料で、町長もそれで判断しているというの

であれば、私は非常に残念なのですけれども、私はやはり今の最低

賃金、それからいっても、１回出動したら、１時間、２時間というの

はないわけですよね。少なくても３時間以上あったら、２，０００円

は超えているんですよ。それを全ての自分の犠牲を払って、町民、住

民の命と生命、財産を守る業務に当たっているわけですから。私は

この辺はもうちょっとこう、町長の認識を新たにしてほしいなとい

う思いが１点。 

 それと、今見直しをしていますということで出ていますけれども、

じゃあ改めて（４）番のところに入らせていただきますけれども、こ

の消防庁が進める団員の処遇改善、一般団員の年額報酬、１年の年

額報酬が、標準額が３万６，５００円。出動報酬を１日当たり８，０

００円を標準とするというのが柱となっているわけですけれども、

消防庁の進める、この年額３万６，５００円、１日当たり８，０００

円の出動報酬をそのまま国の制度を引き継いで採用した場合、町の

かかる経費というのはどのぐらいになるのですか。ちょっとここを

併せて確認をしたいと思います。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 本年４月の総務省消防庁通知を踏まえた消防団員の報酬等、処遇

改善に関する町の対応でありますが、町消防団幹部や役場内での協

議、また上十三地区市町村間でも検討を行い、上北郡内の町で統一

した考え方で調整したところであります。 
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 その概要として、まず年額報酬については、全ての階級において

現行金額を１割増額する予定であります。また、出動報酬のうち、災

害出動に対しては、１日当たりを３つの時間区分で調整をし、４時

間までは２，０００円、４時間から７時間４５分までは４，０００

円、７時間４５分以上は８，０００円とし、そのほかの出動に対して

は、１日当たり２，０００円とする予定であります。 

 なお、来年４月から実施予定としており、来る３月定例会に関係

条例と関係予算を提案することとしております。 

 なお、増額する部分は幾らかというのは、担当課長に答弁させま

す。 

 

 西舘議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課

長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 国の基準単価にした場合の試算額でございます。 

 まず、年額報酬につきましては、現行でいきますと約５１０万円。

これを国の基準単価にいたしますと約１，２５０万円ということに

なりますので、約７４０万円ほどの増額ということになります。 

 もう一つ、出動手当、出動報酬の関係でございます。こちらも国の

基準単価８，０００円にした場合です。現行２，０００円でいきます

と６３０万円ぐらいでございますが、国の基準単価にいたしますと

２，５４０万円ほどということで、約１，９００万円ぐらいの増とい

うことになります。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 金額的にいきますと、今までにない形で予算がかかるということ

は理解できます。町長が言う、上十三地区同一というのは、これは町

村長、町村会とかそういうので決めているのですか。それとも、消防

の担当課の課長の中で決めている、申合せしているのですか。どっ

ちで決めているのですか。町村会で申合せしているのか、それとも

各消防団の団長が、上北郡、上十三の団長が集まって、いや、これで

いきましょうということにしているのか。この申合せの方法、手順

というのはどうなっているのですか。ちょっとお聞かせいただきた
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い。 

 

 西舘議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課

長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 まず、上十三消防協会というのがございまして、こちらは十和田

市、三沢市、それから上北郡の町村で構成しておりまして、各消防担

当課、消防団の事務局等が構成メンバーということになってござい

ます。そちらでも今回の処遇改善について２回ほど協議をいたして

おります。 

 それから、もう一つ、上北郡内の各町村長との集まりもございま

す。そちらは上北郡の町村会の中で意見調整しております。当然今

回の処遇改善につきましても、その上北郡町村会の町村長会議の中

でも意見交換してございます。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 会議はそれぞれ持たれているようですけれども、町村長も郡の町

村会で話をする、担当者も話をする。それで得た結論が、今の説明に

あった時間制の導入と、あとはその２，０００円で据置き。これで本

当に消防の崇高な使命を果たせるのかという、私は気がするんです

よ。特に今、最近、県内でも突発的な災害が発生しているわけで、命

がけで対応しなければならない事案というのはあるわけで、そのと

きにその時間を定めて、４時間、７時間、それ以上という、そういう

対応というのは、本当にこれでいいのかなと。 

 私は青森県の場合でも大きな災害というのは、むつ市、大畑のと

ころもありますけれども、想定外のがあって、応援とかそういうの

が来るわけですから、そういう人方に対してもやはりもっと私は単

価を上げるべきだと思いますよ。１割、２，２００円、これで頑張っ

てくださいと言えますか。 

 町長、やはり県内で人口が一番多い町、その標榜をしていますよ。

その一番の町がですよ、私は先頭を切ってこういうのを改善、取り

組むべきだと思うんですよ。最低でも私は、８，０００円だから、じ

ゃあ半分ぐらいは改善されるのかなという期待をして今質問をした
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わけですけれども、これだと私、本当に何のために質問したのか、も

うがっくりしますよ。 

 やはりこの新聞等にも出ているように、国もまだ財源補塡が、明

確に示していません。例えば財源補塡があるのだったら、上げてお

いたほうがいいんじゃないですか。この国からの通知があって今、

各自治体は交付税とかそういうのに算入される、また限定した形で

財源補塡がされる、それがめどがつかないから、なかなか先走って

手を挙げようとしていないわけですね。 

 私は、逆にこれこれ、これこれ、町の事情がこうで、こういう形で

おいらせ町は団員報酬を引上げしましたと、国にこういう改善をし

なければ、国の保全、そういう国土の保全はなりませんよという形

で働きかけすべきじゃないかと私は思うんですよ。 

 常に周りを見ながら足並みをそろえるというのは、やはり１つ、

一自治体としての、やはり町としてのもっと個性を発揮してほしい

と、町長にはそういう意味でどんと上げて国に、いや、こうでなけれ

ばこれからの消防の組織、育成、団員確保、務まりませんよという形

で情報発信してほしいと、こう期待をしたいと思います。 

 私の考えが突発的、あまりにも財政的な部分で考えていないとい

う形であればどうか分かりませんけれども、町長が私の考えに対し

て、もし違いがあったらお願いします。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 違いはありません。大変いい意見だなと思っております。私も担

当課長にはそのように、いや、これでいいのか、もう少しいじること

はできないのかという、こう話をしていますけれども、我が町の消

防団員の方々は大変、本当にボランティア精神が旺盛というのです

か、いや、そんなにそんなに報酬、手当が欲しくて出ているわけでは

ないと。町で決めてくれればそれでいいという意見の方々が多いも

ので、じゃあ甘えるかということでそういうふうに、こういう考え

を持っております。 

 ただ、上北は議員の皆さんもご存じのとおり、上北郡議員の報酬

もほとんど同じですよね。そういう部分で、郡の町村会の意見も、統

一した意見を尊重しながらやっていかないと、六ヶ所村は特別高い

ようですけれども、あとの町村は人口の多少にかかわらず、同じに
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していますので、おいらせだけ平野議員がおっしゃるように目立っ

たことをせいといっても、あまり目立ち過ぎてもえふりこぎと言わ

れてもなりませんので、そういう部分である程度郡の町村会に合わ

せなければならないかなという思いであります。 

 思いは平野議員と同じですから、その辺は覚えておいてくだされ

ばと思います。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 町長の基本的な考え方は変わらないよということで、ぜひこれか

らの行政手腕に期待をいたしたいと思います。 

 それでは、第２点目、不登校・いじめ対策について質問させていた

だきます。 

 文部科学省の２０２０年度問題行動・不登校調査で、新型コロナ

ウイルス感染の拡大により、２０２０年度全国の国公立小中学校で

３０日以上欠席した不登校の児童生徒は１９万６，１２７人、前年

より１万４，８５５人増えたとあります。いじめは９万５，３３３件

減少し５１万７，１６３件で、１３年度以来の減少になったとあり

ます。 

 県教委の調査では、公立中学校で不登校となった生徒は１９年度

より１２９人増の１，１１６人となり、過去最高だったと発表。いじ

めは１９年度より１，４１０人減の４，９１０人となったとありま

す。 

 当町の小中学校の不登校といじめの実態についてお伺いをいたし

ます。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 令和２年度末の状況になりますが、小学校では、不登校児童数は

１８名、いじめの認知件数は２９件となっております。また、中学校

では、不登校生徒数は３０名、いじめの認知件数は４１件となって

おります。 

 以上です。 
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 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 今の報告で、新型コロナウイルス感染の拡大によって、その不登

校は増えたということになるのですか。実態は比較してみてどうい

うふうに判断をしておりますか。 

 それと、不登校もそうですし、学校に行く機会が減っていじめは

減ったという形で出ていますけれども、おいらせ町にあっても同じ

現象なのか。ここを確認をしたいと思います。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 新型コロナの影響で、この件数はどうなっているかということの

質問だと思うのですが、基本的にはこれまでと同様の数字が続いて

おります。新型コロナのおかげで増えたとか、あるいは逆に減った

とかということは今のところ見えておりません。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 新聞なんかを見ますと、不登校が最多、１９万人、全国でと新聞に

載っています。それで、県内でも１，１１６人で、１０年間で最多に

なっているという報道になっていますけれども、当町にあってはコ

ロナの影響を受けていないという形で、今の答弁ですと理解をして

いいということで思いますけれども、２点目に入りますけれども、

中学校のその不登校の理由、当町にあっては３０人あるのですけれ

ども、新聞では、「何となく不安」など、具体的な理由がない不登校

が増えたとあります。この、多分これは私は、コロナによって学校へ

行く機会がなくなって、精神的にもいろんなこう、個々の友達とか

そういう情報交換もできなくなってきて、どうなのかと、心理的な

問題があるのかなと思いますけれども、町の不登校のこの３０人中

の理由というのは、主なものというのはどういうものですか。 

 

 西舘議長  教育長。 
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答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 当町の生徒の不登校の理由については、家庭環境の変化や学校内

でのトラブル等に起因するなど、多種多様化しております。 

 また、このコロナ禍において議員質問のとおり、何となく不安な

ど、具体的な理由がないものも出てきております。 

 以上であります。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 今までは学校閉鎖とかそういうのがあって、学校に出なかったの

ですけれども、実際に出てみれば、今教育長が言うように、情緒的な

不安、そういうものの抱える、その３０名中の中にもそういう子供

がいると、あるということですから、では、そういう子供に対して

は、学校でどういう対応をしているのかお伺いします。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 先ほどの話の続きになりますが、実際に学校で、なぜ不登校、学校

に来られていないかの面談をしても、なかなか把握できていないと

いうのが実情であります。それでも、実際に学校に来られなくなっ

た子供がもし出てきた場合には、当然学級担任は家庭訪問等を行っ

ております。それで、状況によっては町の相談室にその状況を知ら

せながら、対応できるものがないかどうか、これは検討しているこ

とになります。 

 あと、学級担任１人で抱えることではなく、学校全体で対応する

ようにというのが、今の考え方、今というか、昔からの考え方ですけ

れども、強くそれが言われていますので、学校全体でとにかく対応

を考えていくということになっております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 私もこの不登校の、近くに子供があったのですけれども、私は全

然気がつかなかったのですけれども、中学校に行って夏休み後、学

校に行っていないということを聞いて、私は何となく町内会の用事
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で昼に行ったときに、その子供がうちにいたのですけれども、ちゃ

んと出てきて対応して、話をまともに、ちゃんと私の話も聞くし、い

やこう、受け答えもしっかりして、何で学校に行かないんだろうな

と、私はそこまで質問しませんでしたけれども、何か問題が全然な

いような子供でも学校に行っていない。私らが、一般の人が見れば、

全然引っかかるものがないのに、じゃあどこに原因があるのかなと

いうふうに私は疑問を感じたのですけれどもね。 

 やはり学校の教室にあるのか、先生にあるのか、どこにあるのか、

仲間、友達がそうなのか、やはりその辺の把握の仕方というのが、例

えばノウハウ、こういうものをしてチェックしなさいとかというの

はあるのですか。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 議員のご指摘のとおり、今まで元気に学校に来ていた子供が急に

学校に来なくなったということはよくあります。非常に珍しいこと

では今なくなっております。それで、学校でも、あるいは学級担任で

も、なかなかその状況は把握できていない事例も結構多くなってき

ております。 

 文部科学省あるいは県からも、こういう事前に察知するようにと

いう手順ではないのですけれども、そういう気をつけなければなら

ないということは示されております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 じゃあ３点目に入らせていただきます。 

 感染症対策で多くの学校行事が中止となり、給食も黙って食べる、

我慢だらけで、学校が楽しいと思えなくなっているのではないかと

の新聞紙上で指摘があります。学校行事が元どおりになり、子供の

関係構築や教育の異変察知の機会が復活してきております。子供の

ストレスによるいじめ、不登校の増加が懸念されると思いますが、

その対応策についてお伺いいたします。 
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 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 対応策については、いじめの積極的な認知、把握ですね、積極的な

認知と、組織的な対応を徹底と。それから、不登校や問題行動に対す

る全教職員による共同指導体制の充実を図っているところでありま

す。 

 具体的には、児童生徒に対するアンケートの実施や、学校に配置

する教育相談支援員、スクールカウンセラー及び教育相談室、相談

しやすい環境を整え、情報共有しながら問題解決に向けて支援して

いるところであります。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 体制づくりができているということで理解をしたいと思います。

ただ、非常に子供のことについてのいろんな情報公開とか、公に各

ＰＴＡ団体等に協力を依頼するとか、プライバシー的な部分もあっ

て、私はなかなか容易でないと思うんですよ。ですから、そういう意

味でいきますと、学校の教師そのものも非常にこの負荷がかかって

いるんじゃないかと。何か事件があればすぐマスコミで取り上げら

れます。 

 そういう意味では、やはり教育長の言う、全教職員一丸となって

対応しているということなのですけれども、全く想定外の子供が想

定外の事件を起こす可能性があるわけですね。ですから、その辺は

やはり教育委員会としていろんな形でのその意思疎通と連絡体制、

これはぴしっと整っていると思うのですけれども、この辺を確認し

たいと思います。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 議員ご指摘のとおり、今学校では多種多様な問題・課題に対応し

なければならない状況が今続いております。その学校を支援するた

めに今、町でつくっているのは学校出身の指導主事を２名、指導室
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ということで今勤務しておりますので、気になる学校、あるいは気

になる状況が把握できた場合はすぐ指導主事２名を派遣して、校長

あるいは教頭先生といろいろ相談をして進めることになっておりま

す。 

 その中に、状況によってはみなくる館に今駐在している相談員が

２人おりますから、その相談員も帯同しながら対応できるものがな

いかどうか、今状況を探らせるという体制になっております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 ありがとうございます。 

 それでは、４点目の質問に入らせていただきます。 

 学習端末タブレットがいじめの温床という記事がありました。端

末を学校配布して、使用対策が不足であるというふうに新聞で報道

されてあります。 

 各学校の児童生徒に対する配布基準、使用対応の方法についてお

伺いいたします。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 現在、学習用タブレット端末は、基本的に学校内での授業におい

て活用をしております。教職員の目の届く範囲であり、またいじめ

につながるような個々の児童生徒間のチャット等でのやり取りをさ

せてはおりません。配布基準ではないのですが、情報機器の利用の

定めの中で、使用者は当該学校の教職員、児童及び生徒としており

ます。 

 以上であります。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 タブレット端末については、八戸市では家庭学習、夏休みとかそ

ういうもので対応しているわけで、学校内で操作するだけでは、私

は本当のこの学校配布の意味がないんじゃないかと。やはり個々の
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生徒がいろんな意味でこのタブレットを使いこなすようにすること

によって、この国で目指すところの効果が出てくるんじゃないかと

いうふうに思うわけです。 

 ですから、今のこのタブレット端末のグループ化をして今やるこ

とによって、パスワード等、そういうものが設定される、その中でい

ろんな書き込み等がグループの中であったと。それで、子供が自殺

をしているということから言えば、もう課題が出ているわけですか

ら、これこれ、これこれの対応をしなければ、こういうことが発生し

ますよということ、旭川とか、それから東京の町田、こういうところ

でこんな事例がありますから、八戸でも実際に、先生、教員、そうい

う対策をどういうふうにしてやるか、教育委員会サイドで随時チェ

ックをしてやっているわけですよ。 

 やはり町としても、せっかく端末を配布したのですから、その有

効活用と効果を高める方法もちゃんと対応していかなければ駄目だ

と思うんですよ。授業しか使わないで、あの端末を学校に保管して

おいて、本当に私はそれでいいのかという思いがありますよ。あれ

はもう耐用年数があるわけですよ。１年使いこなしても全然使わな

くてもいい、耐用年数が来たら廃棄処分になるわけでしょう。やは

り効率よく、やはり使うことによって、いろんな意味で子供たちの

発想もいろんなものが生まれてくる、今までないものが出てくると

思いますよ。 

 そういう意味では、ちょっと今のままでいいのかなという、町独

自でその国の定めとかそういうもののほかに対応していく方法、基

準、そういうものをつくる、作成する考えはありませんか。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 議員ご指摘のとおり、前にも議会での質問にお答えしましたけれ

ども、そのときも、私も平野議員の気持ちと同じであるというお答

えをしましたが、あのときの答弁と同様に、やはり学校で使い方に

ついては十分訓練をしないと、なかなか家庭で持ち帰っても、うま

く活用できない、本当に学習のために活用はできないのかなと思っ

ております。 

 これらについては、毎月の校長会で校長先生たちからも意見を聴

きながら、どういう形であれば、いわゆる効率のいい使い方ができ
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ないかということを、検討は続けております。 

 その中で、現時点ですけれども、校長からの意見では、もう少しや

はり学校で使い方を訓練をしながら、家庭への持ち帰りについては

少し慎重に考えていきましょうということは今、話をされていると

ころであります。 

 ですから、今の状況を続けながら、やっていきたいなと思ってい

ました。加えて、どうしても子供たちに使わせると、現時点でも、も

う既に６台が買い替えなければならない状況も生まれておりますの

で、やはり家庭への持ち帰りは少し慎重に考えていきたいなと思っ

ております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 それでは、５番のところで、今ちょっとダブりもしたけれども、５

番のところに入らせていただきます。 

 タブレット端末でこのグループ化をやって、パスワードが設定さ

れて、その中でグループ化される中で、悪口が送信されるなどいじ

めがあって、小学校６年の女子が自殺をしている。その悪用を防ぐ

手引、基本的なルール、今教育長の答弁ですと、町独自の部分では定

まっていないということですので、私はこれからの利用率を高くす

るには、やはり個々にそれぞれ、八戸で設定しているように、マイナ

ンバーみたいな形でパソコンに番号をつけて、誰か分からないよう

な形でやっていくべきだと思うのですけれども、この辺はどう思い

ますか。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 基本的なルールについては、教育情報機器利用の定めにおいて、

使用者の責務と適正利用や使用制限を定め、悪用を防ぐこととして

おります。 

 また、学習用タブレット端末に限らず、スマートフォンを使用し

たＳＮＳによる誹謗中傷、いじめ等を防止するための情報モラル教

育の一層の充実を図っていきたいと考えております。 
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 以上です。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 先進地の八戸市では、市教委がこう、教育委員会の中に、随時サイ

トに接続できないような対策とか、それから一元管理をしていくと

かという対策をしているというふうに新聞に載っています。当町は

まだそこまでいっていないということですので、これからやはり先

手先手を打って体制づくりはきちんとしなければならないんじゃな

いかと。今のままでいったら、私は同じタブレット端末を支給され

ても、八戸とおいらせ町の子供は１年ずれていくような仕組みにな

っていくんじゃないかと。 

 早め早めに対応して、少なくても１人１台のタブレットを支給し

ているわけですから、いかに効果を高めるかということも基本に進

めるべきだと。やはり八戸を１つの先進地の事例にした取組をする

考えがないかどうか、ひとつお伺いします。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 そのとおりだと思っております。私たちも八戸からいろいろ教え

てもらっていますので、いろんな情報を仕入れながら頑張っていき

たいなと思っていました。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 教育委員会だけの課題ではなくて、これは町全体ですし、私たち

もいろんな形で情報を共有しながら、子供の部分については対応し

ていかなければならないというふうに認識しております。これから

の教育委員会のまたさらなる対応について期待をしております。 

 以上で私の質問を終わります。ありがとうございました。 

 

 西舘議長  これで８番、平野敏彦議員の一般質問を終わります。 

 ここで、暫時休憩します。１１時１５分まで休憩します。 

  （休憩 午前１１時１５分） 
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 西舘議長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 引き続き一般質問を行います。 

  （再開 午前１１時１６分） 

 西舘議長  ２席１３番、西館芳信議員の一般質問を許します。１３番、西館

芳信議員。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 １３番、西館芳信です。簡潔に質問をまとめる自信がないという

ことで、かなり時間がかかると思いますし、そのままストレートに

質問に入らせていただきます。 

 昨今、この水稲農家をめぐる情勢といっても、もう大分以前から

のことですけれども、農業者の従事人口が減少している、高齢化の

問題がある、後継者が不足していると。それから、国の農業政策、水

稲農家に対する助成策、毎年変わっています。目まぐるしい。もうお

金をくれたくなくてこういうことをするのかなと思うくらい、貧し

い政策を打っているというふうにしか思えないと。 

 そして、日本中、押しなべて改良区の賦課金の問題があると。脱退

したくもどうしたらいいか分からないと、物すごいエネルギーを使

うということで、もう今では、前にも言ったことがあるかもしれま

せんけれども、田を１町歩あげるからと言っても、なかなか尻込み

してそれを受け取らないと。もう売買の対象にするしかならないと

いう、そういう状況が続いているということが見受けられます。 

 そして、それに加えて、我が町の、奥入瀬川の東部土地改良区、思

ってもみなかった事件が起きてしまったということで、併せて今年

は米の価格がもう大暴落と言っていいんでしょうね、８，０００円

という文字が、数字が新聞を踊っているということで、１俵当たり

８，０００円だったら、育苗代とか肥料代だとか、それから農薬代、

刈り入れする代金、乾燥機、それから精米、これでプラスになるのか

なということに、そういう状況の中にある中で、水揚げ場が燃えて

しまったという不幸な事案があって、この土地改良区はもう三重苦、

四重苦の甚大な痛みが一人一人にのしかかっていると言わざるを得

ないということで、まず第一に、下谷地の揚水場火災事案をめぐる

諸動向と町側の対応、対処方について問うということで、昨年の１

１月ということで、ここに書きました。原状回復するには３ないし

４億円ぐらいかかるだろうということが言われておりますけれど

も、ここで何だかんだ言うよりも、本当に何が起こったのかという



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－２６－ 

のは新聞に出たわけでもない、議会に一言でも出たわけでもない。

誰も知らないということで、本日の傍聴者の方々、関係者の方も多

くいらっしゃると思います。もう一度、その事案がどうだったとい

うことを確認したいと思います。町が把握しているこの火災事案の

概要、六何の原則でいいです、簡単に事実を挙げてくださればとい

うふうに思いますので、お願いします。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 ２席１３番、西館芳信議員のご質問にお答えします。 

 町で把握している火災の概要でありますが、令和２年１１月４日

午前６時２１分頃、おいらせ町松原１丁目にある奥入瀬川東部土地

改良区所有の建物、下谷地揚水機場内で火災が発生し、おいらせ消

防署と町消防団が消火活動に当たり、同日６時５９分頃に鎮火した

ものであります。 

 また、罹災状況でありますが、おいらせ消防署からの火災報告に

よりますと、焼損の程度は部分焼、罹災面積は約１５平方メートル

となっております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 今聞いた中で、大体こういうことだろうなということは事前に聞

いていた。ただ、被災面積が１５平方メートル、案外小さいんだなと

いうふうに思いました。 

 それはともかくとして、その後の捜査状況というか、何が原因な

のか、そしてその原因となる、何ていうかな、後の捜査等がどういう

ふうになっているか、ちょこっと参考に教えてください。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 詳細につきましては、農林水産課長に答弁させます。 

 

 西舘議長  農林水産課長。 
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答弁 農林水産課長 

（三村俊介君） 

 それでは、私の把握している範囲でお答えしたいと思います。 

 火災の原因につきましては、警察で捜査ということで、放火なの

か、あるいは実際に建物の中で火災が、例えばそこの中に入ってい

る人が火災を起こしたのかというところ、いろいろ捜査していたと

いう状況は伺っておりましたが、実際に何が原因だかというところ

までは、こちらに情報は来ていないというのが実情であります。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 ちまたでは放火だろうという線が強いという話がなされている

と。何にしても、あそこが燃えるということは誰も想定していない、

想定外。４６年にあの辺、あれが、あれがというか、改良区そのもの

ができた。５０年たっているわけですけれども、本当に想定外の人

災なのか、自然災害なのか分からないけれども、想定外であること

は確かだということを認識しておきたいと思います。 

 （イ）に行きまして、町が開催した１０月２１日の農家説明会の目

的ということで、ここにその目的、出席者、出席農家数、質疑応答の

主な内容はどういうものだったかということで挙げてみましたの

で、答弁お願いします。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 初めに、農家説明会の目的でありますが、下谷地揚水機場が火災

で使用不能となり、下谷地地区の農地の水稲の作付が困難になりま

した。当該地区は奥入瀬川東部土地改良区の受益地であることから、

組合員が賦課金を納付し続けなければならない状況を踏まえ、今後

の当該地区の農地の活用について検討するため、説明会を開催して

おります。 

 なお、町からは下谷地地区の「現状」、「現時点で活用できる国交

付金事業」、「担い手等への農地集積を行う農地中間管理事業につい

て」の情報提供を行っております。 

 出席者は、町農林水産課、奥入瀬川東部土地改良区、当該地区の土

地改良区の組合員及び耕作者の農家で、農家出席者数は対象者１７
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４名中５４名でありました。 

 質疑応答についてですが、「水田活用の直接支払交付金について、

今後、当該地区が交付対象外になる可能性があることについて、対

象外にならないように努力していくべき」、「揚水がなされない場合

に賦課金を徴収することに納得がいかない」、「今後、この地区をど

う改善していくのか」という内容が主なものでありました。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 １０月２１日の農家の説明会、こういうふうにして東下谷地地区

農家説明会というものが私の手元にあります。１７４分の５４の

方々が出席したとか、町側の、その活用をするために開いたんだと。

意見交換には別なことが出たようですけれども、そういう前提があ

るということで、私はこれを見てちょっと不自然に感じたのは、出

席者の名簿として、ここに改良区の理事長以下、役員もあると。課の

全職員があると。ただ、ここに町長も副町長もないんだな。町長、副

町長、出なかったのですか。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 出ておりません。 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 普通であればね、町内に３つしか、３つと私、稲生川と南岸とここ

ということで、３つある中の１つがもう本当に想定外の、５０年に

１回の被害を受けた。何十名の人たちが困窮したと。百七十何名が

対象であれば、こういう事例だったら、まず町長が行って、いや、皆

さん、本当にこのたびは大変なことでしたねということで、ねぎら

い、慰労の言葉を出して、町としてはこの件に関しては本当に深刻

な問題として捉えておりますと、今後、私はできるかどうか分から

ないけれども、こういうことをまず頭の中に浮かべて、皆さんの話

を聞きながら前進したいと思いますと、そういう挨拶が最低あって

もいいと思うけれども、それがないのは、この問題に対して大した
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興味がないのかな、町長。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 今の厳しいご指摘がありましたけれども、まずもって理事長は出

ましたか。（「出ました」の声あり）出ました。理事長から要請があ

るものと思っていたのですけれども、要請文が出てこないもので、

そうい会議、本来であれば改良区でやってくれて町に要請されれば、

私も行ったと思いますけれども、町が主催者というか、当事者とし

て行ったもので、そういう部分で担当者からも声もかからなかった

し、そういう、何ていうのですか、思いには至らなかったということ

で出ておりません。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 理事長も似たようなことをたしか言っているというふうに聞いて

おります。いずれにしても、組合の皆さん方は町の姿勢というもの

を見たかったし、力づけてほしかったというふうに私は思っており

ます。 

 それはともかく、そうしますと、この１０月２１日の説明会とい

うことで開かれたわけだけれども、１１月の４日、去年起きて、今年

の１０月の２１日まで、何らほかに対策を講じなかったのかと。も

っともっと、普通だと３回、４回、頻繁にこれに関する会議だとか集

会が開かれてもいいはずだけれども、何ら開かれないで１年間投げ

られていたというのは、これはどういうことですかね、町長。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 投げたとかという表現が当たるかどうか分かりませんけれども、

そこまで、本来であれば私は元改良区の理事長もしたし、改良区が

先に立って動いてくださればよかったのではないのかな、そうすれ

ばまた３回、４回と、もし要請があれば行ったかもしれないし、これ

はあくまで町がやるべき、私は業務だと思っていませんけれども、
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協力はするけれども、本来主管は東部土地改良区だと思っておりま

すので、そういう部分で私も副町長も派遣しませんし、私もいいか

なと、行かなかったということであります。 

 ただ、ここであまり言いませんけれども、理事長とは電話でやり

取りは何回かしているはずです。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 改良区が先に立ってやってくれればいい、やるべきことは、町が

関与することではないというニュアンスの話がありましたけれど

も、これは重大だと思います。これについては後ほど触れます。 

 それで、ウの開催したことでのメリット、質疑応答で農家の望み

が把握できたのですかということを伺いたいと思います。もう一度

お願いします。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 失礼しました。それでは、お答えします。 

 開催したメリットについてですが、第一に今後、当該地区の農地

の活用を検討するに当たり、農家へ活用が可能な事業について情報

提供を行ったということです。 

 次に、事案発生直後に土地改良区から組合員への報告が行われた

後、組合員が状況を確認したり意見等を述べたりする場がなかった

ことから、町主催ではありましたが、そのような機会を提供できた

ことが挙げられると思います。 

 また、出席者からは、今回のような説明会や相談会を今後も実施

してほしいとのご意見をいただいております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 開催したことでのメリットとここでわざわざ聞いたのは、私は、

町は今後の農地の活用をどうするかという趣旨だったかもしれない

けれども、こういう意見がでましたと、まさに今、そちらで答弁があ
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ったように、今後この問題があって、改良区をどうするんだと、私た

ちは何をすればいいんだ、私たちにはそういう動きとして、あるい

は経済的にどういう負担が出てくるのかということを、組合員の皆

さんは聞きたかった。そこには重大なそごがあるんですよ。だから、

本来の組合員の皆さんが要望していることについては、何らここで

は話し合われなかったというふうに私自身は解釈しますと。 

 そして、次、エ、奥入瀬川東部土地改良区の組合員数、旧百石地

区、旧下田地区別の数、東下谷地地区組合員数（モーター使用者）

は、ということでお願いします。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 奥入瀬川東部土地改良区から確認したところ、組合員総数は４０

３名、うち旧百石地区２６０名、旧下田地区１４３名、旧百石地区の

うち東下谷地地区の組合員数は１５６名とのことであります。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 １３番、西館です。 

 今数字を挙げてもらいました。私、こんなにも大きな数字だと思

わないで、この１５７が最大だと思っていたけれども、もう本当に

大きい問題じゃないですか。それで、なおかつお互いにそごがある

ような開かれ方をして、しかも１回開いたけれども目的が、私から

言わせれば、恐らく組合員の人たちもそうだと思うけれども、大し

て目的を達成していないということで、結論は、去年１年何もしな

かったおかげで、全部で８０ヘクタールある、８０．７だか８だかあ

るのが、普通だと３５．何ぼ、昨年の実績からすれば作付されるやつ

が何もされなかったということが現実として発生したということ

で、これは大きいと思いますけれども、町長はどういうふうに考え

ますか。 

 

 西舘議長  農林水産課長。 
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答弁 農林水産課長 

（三村俊介君） 

 それでは、お答えしたいと思います。 

 まず、昨年度、何も取組が行われなかったという話でしたけれど

も、改良区さんから正式な、例えば要請、いろんなですね、改良区で

も今のその火災事案があったことを受けて、県とかいろいろと土地

改良事業、圃場整備、かんがい排水場も含めて検討を進めて、調査を

進めてきたところであります。 

 それで、町も県民局なり改良区さんといろいろご相談に乗りなが

ら話合いを進めてきた、結論は出ませんでしたけれども、そういう

機会は設けているというふうに認識しております。 

 また、今回開催に当たったというのは、町で国の交付金が対象に

ならない可能性があるとか、そういった情報が入ってきたというの

もありますし、また改良区さんでも火災事案発生後、１回は開催、そ

ういった会を開催したいけれども開催していなかったというのもあ

ります。 

 そういった意味で、うちからの情報提供と併せて、改良区さんに

関しての質問も出ましたけれども、そういったもの、改良区さんに

も同席していただいて、回答するために開いたということでありま

す。 

 あと、作付に関してですけれども、確かにおっしゃるとおり、水稲

の作付はなされておりません。ただ、一方で水稲、水田を野菜等を作

付して転作しているという状況もございます。 

 ですので、丸々水田としての機能を喪失したことによって作付が

なされていないということではなくて、活用されている農地もある

ということでご理解いただきたいと思います。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 三村所管課長としての思い、そしてそれなりに全部そういうふう

にできなかったわけじゃないんだよということは分かりました。 

 そして、オ、同改良区の該当地、区での賦課金徴収の根拠となる昭

和４６年度に実施した実施事業名、そして事業費はどれぐらいかか

ったのか。それで、今なお組合員１人当たりの当初負担額と残高、そ

れから今後の特別賦課金支払いの継続年数と、この辺はどうなって

いますか。 
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 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 土地改良区の賦課金は、土地改良法第３６条第１項の規定に基づ

き、土地改良区の定款に経費の賦課についての規定が定められてお

ります。 

 奥入瀬川東部土地改良区から確認したところ、現在の賦課金の内

訳は、事務費及び管理費分の経常賦課金のみであり、特別賦課金は

含まれていないとのことでありました。 

 以上です。 

 

 西舘議長  農林水産課長。 

 

答弁 農林水産課長 

（三村俊介君） 

 今の町長の答弁に追加でお答えしたいと思います。 

 まず、この東下谷地の事業につきましては、昭和４２年に着工し

て、４５年３月まで実施した事業であります。 

 総事業費につきましては、１億６，７８５万８，０００円というこ

とで事業費となっておりまして、主に３つの事業を行っておりまし

て、これにつきましては、当初から特別賦課ということで組合員に

賦課されて、既に賦課金は終わっておりまして、今現在の賦課金に

は含まれていないという状況になっております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 今の説明で、もう事業はとっくに終わって、その１億６，０００万

円というのも終わったんだと。つまり特別の、初期の事業に対する

特別賦課金というのはもう徴収されていないよと。今は経常、毎年

やるものを、経常の賦課金として徴収していますよということで、

１万２，７００円というふうに反当たり、聞いたけれども、これは本

当にほかと比べて高いと思っている。ほかは５，０００円ぐらいで

終わっているし、じゃあ１７万円ということを組合員のご婦人から

私、聞いたのだけれども、あれは決済金かなと。決済金にしても、あ

れは反当たりなのか、１人抜ければそれで全部１７万円で済むのか

ということで、この、何でこんなにここが高いのか。 
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 それから、抜ける、いわゆる足抜け代として決済金が必要だとい

うのは、どういうことなのか。それをお願いします。 

 

 西舘議長  農林水産課長。 

 

答弁 農林水産課長 

（三村俊介君） 

 それでは、お答えしたいと思います。 

 まず、決済金につきましては、土地改良区から地区除外といいま

すか、抜ける場合に、組合員が清算するということで負担するもの

であります。通常、土地改良区の賦課金につきましては、管理するに

当たって使われる賦課金につきましては、組合員全員で負担すると

いう考え方になっておりますが、仮に１人が抜けたということであ

れば、そこの分をほかの方が負担しなければならないというのを防

ぐために、決済金というもので支払うという形になっているかと思

います。 

 それで、東部土地改良区さんにつきましては、特に高いというご

指摘がありましたが、その辺につきましては、こちらでは特に高い、

安いという部分は、答弁はちょっと差し控えたいのですけれども、

ただ、実際に東部さんの場合は、先ほどお話しした特別賦課は含ま

れておりませんので、経常賦課という土地改良施設を管理するため、

農道とか水路とかいろいろあるかと思うのですが、そちらを管理す

る経費として賦課金が発生しており、仮に抜ける、改良区から抜け

る、地区除外するとなれば、理事、そういう総代会の承認というのが

当然必要になるというお話なのですけれども、それに見合った賦課

金を支払わなければならないというふうになっているというふうに

聞いております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 経常経費が反当たり１万円を超えると、そしてなおかつこの決済

金がこれだけの額があるということについては、町ももうちょっと

関心を持って、理解を、これを減らせとかなんとかじゃなくて、組合

員一人一人の理解をもっと取り付ける努力を仲介してもいいんじゃ

ないかなというふうに私は思います。 

 さて、今まで２４分もかけて前段を来たけれども、本当の本題、今
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まで話をしてきたことを踏まえて、（２）ですけれども、突発的、想

定外の被災に対する町の同改良区、組合に対する町側の姿勢、対応

について問うということで、まず一番最初に、ア、地区組合員は作付

ができないのに孫の代まで、半永久的に賦課金を徴収されなければ

ならないのか、水稲が駄目ならはっきり畑と認めてもらい、当初の

圃場整備事業分は別として、水代だけ、管理費という説明がありま

したけれども、免除してもらえないのかと願う者が少なくないと言

われていますと。 

 これについて町長はどう考え、担当課にどんな指示を発し、改良

区、県、国、その他に対し、どのように動いたのかということでござ

いますが、私のところに組合員の１人のご婦人から手紙が来ました。 

 いつもお世話になり、ありがたいと思っていますと。私の目的は、

国で田んぼと認めないとの判断が出たので、８０町歩全部を畑に何

とかしてあげて、子供や孫たちに何十年もの先まで水がかり代を支

払わせて残してはいけないと思うことですと。子供や孫たちも大変

な生活をしているのに、払わせてはいけない。ここで借金を残さな

いように必ず今しなければならない、私たちの老後が投げられかね

ないと、うば捨て山に捨てられて惨めな思いをするかもと。男たち

は、今裁判すれば勝てると言っている。新聞やテレビで取り上げて

もらうのもいいかもしれない。何とかどうにかして、畑に全部を上

げて水がかり代を残さないようにできないでしょうか。お願いした

いです。農家の人たちはもう疲れていますというものがありました。 

 それで、ここで１、２、３というふうに私、これを受けて質問しま

すけれども、お願いいたします。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 失礼しました。お答えします。 

 土地改良区の賦課金は、土地改良区、地区内の土地を所有者また

は耕作している組合員が負担する必要があり、仮に相続や売買によ

り新たに組合員となった場合でも、同様に負担が発生します。 

 また、賦課金については、東下谷地地区など地区単位ではなく、東

部土地改良区が管理する百石地区全体の事業の運営に係る経費がト

ータル的に賦課されており、土地改良法や土地改良区定款を確認し

たところ、免除規定はなく、組合員は負担しなければならないとさ
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れております。 

 東下谷地地区の件について町では、これまで国・県の情報を得な

がら、東部土地改良区への役員や事務局職員と情報交換を行ってき

ており、地区の組合員を対象にした説明会を開催し、国の交付金な

どの支援制度について説明する機会を設けておりますし、今後も必

要に応じて対応していく予定であります。 

 揚水がなされなくても、組合員が賦課金を負担していかなければ

ならない実情を踏まえ、私として組合員の意向を集約した形で、当

該農地活用の方向性や土地改良事業についての概要が、東部土地改

良区から町に正式に示された場合には、必要な対策について十分協

議・検討する対応を担当課と相談しております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 今、１、２、３ということで答弁がありました。それの中でも、ま

た改良区が先にやってくださればという答弁がありましたけれど

も、改良区事務員、実質的に１人しかいません。どんなことができる

でしょうか。いがんど先にまとめればおらんど何とかするすけとし

ゃべられたって、なかなか方向は出せないと思いますよ。 

 そして、何よりもこの改良区の問題は、国とか県の問題なんだと。

土地改良区そのものの問題なんだと。町は大して関与性がないとい

うことを言っていますけれども、まず土地改良法の中では、改良区

を設立するときは、１５人以上の同意者を集めなさいと。１５人以

上の同意者を集めたら、３分の２以上の人たちがもう賛成したら、

強制的にそこを改良区にしていきましょうと。そして、なおかつそ

の改良区は、市町村と協議するんですよ、協議。設立、一番にすると

き、これはどういうものでしょうと、こういうふうにしてやりまし

ょうか、ああいうふうにしてやりましょうと。そこでもう一番最初

に町が関わっているということがあります。 

 それから、土地改良法を見れば、私も今回初めて知ったのだけれ

ども、経営の仕方として国営、県営、市町村営ということで、自治体

が直接やっているところが多くある。私、惜しむらく、ここの東下谷

地が何で町営とか国営にしなかったのだろうな、当初、５０年前、す

ればよかったのにと今思うのだけれども、そういう経緯は分かりま
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せん。 

 それで、私がちょこっと見たネットでのあれでは、土地改良事業

というのは、国に代わって、国とかの行政に代わって土地改良区が

それを代わりにやっているんだというふうにはっきり書いてあるん

ですよ。土地改良区は行政に代わって土地改良事業を実施する農業

者の組織なんだということで、極めて公共性が高い。 

 加えて、あなた方が実際やったことがあるかどうか分からないけ

れども、賦課金を集めるとき、その賦課金そのもの、あるいは滞納金

があったら、町に改良区は委任できる。そして集めるんですよ。その

集めたものを、４％を町の財政として入れていいですよという、そ

ういうことまである。改良区に対して、町が目をかけていかなけれ

ばならないこと、いってほしいこと、たくさん、大きくあるのに、町

の姿勢がそういうことであって、非常に私は残念だと思っておりま

す。 

 そして、そういう現状があるから、農業農村整備事業の地方財政

措置ということで、今どこの全国、どこの改良区ももう年数がたっ

て施設の老朽化、もうそれこそ何ていうか、頭を悩ませているわけ

です。 

 ですから、土地改良施設の維持管理に関わる地方財政措置という

ことで、こういう対象は市町村及び土地改良区等の団体ということ

ではっきり明示してある。こういうことになぜ思いが行かないのか

というふうに私は思いますよ。 

 それから、あとこれを聞きますけれども、今日本中の土地改良区、

どんどんどんどん減っていっている。ある県ですけれども、平成６

年頃は３８２の改良区があったんだ。ところが、平成２７年、２０年

ちょっとたったら、そこは１２０しかない。３０％以下に落ちてい

るという、だから今、改良区の解散だとか合併というのは、何も恥ず

かしいことではない。 

 要するに、その後をちゃんと職員の人たちの世話をしてもらえれ

ば、そういう方向にも動いてもいいのではないかと私は思います。

解散すると。 

 それから、合併、この合併というのは、稲生川だとか南岸との合併

じゃなくて、例えば共済組合だとか、はっきり言って、今基盤が脆弱

なところがたくさんそういうのが出ている。そういうところと合併

するとか、いろんな方策があるわけですから、その辺のところを考
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えてもらいたいというふうに思います。 

 それから、さっき話をした、町が町営化する、あるいはこれを県に

任せる、国に任せるという方策もあながち捨てたものではないと。

そして、特に改良区では今、もう思いあぐねていること、それはその

今焼けた施設、これをちゃんと復旧して、これはせめて町営でやっ

てもらえればありがたいのだけれどもという思いがあります。そう

いうところを受け入れる決断がありますかと。 

 それから、あそこ、広大な８０ヘクタールという土地がある。日本

の国策、エネルギー政策、風力発電であるとか太陽光発電で、いろい

ろある。石川昭夫、今は亡くなりましたけれども、２０年ぐらい前、

百石の役場の時代、総務課長で風力発電の問題と取り組んだ時期が

あります。どういうことであの話が立ち消えになったのかちょっと

分からないけれども、あの時代と比べて今はもうはるかにそういう

必要性が生じているということで、町が特区でもいい、そういうこ

と、農地をある程度使わないところはそういうことでもって政策的

に推し進めていきますよという宣言をして取り組むとか、そういう

ことをちょこっとでも見せてくれれば、組合員の方々は、ああ、町は

自分たちのことをそれなりに考えてくれているんだなというふうに

思うと思います。 

 そこで、私は総括として今話をしたことでまとめますけれども、

昨年の１１月の火災の発生以来、これに関して町が主催する集まり

はたった１回、それもこの件に対応する施策、つまり揚水施設の修

理回復などを含めた土地改良の方向性だとか、組合員の可能な対応

方法等を話し合うものではなくて、実質は本来の農政上の経営安定

対策の説明会でしかなかったということを、組合員、深い失望感を

抱いていると。 

 それで、土地改良区と組合員は何が望みかというのを、どうして

いきたいかということを、町はまず把握しなければならないと。土

地改良区と組合員だけに自助努力を求めている町の姿勢、町長のリ

ーダーシップに疑念を抱かざるを得ないと。 

 実際、今年はこのことが野放しにされたわけで、さっきは三十幾

らかカバーされたという話はあるけれども、そういう方向になって

しまったと。田を畑にして改良区から脱退したくても、それが可能

なのかどうか、その手続の難しさ、そして何よりも高い決済金の支

払いがあり、農家の不安、ストレスは限界に達しているという現状
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を捉えてくださいよと。 

 津軽では、台風シーズンの落下リンゴ被害に対して、激甚災害な

どという言葉をつけるために、行政、政治家、そしてマスコミなどが

動くんですよ。それに比べて、我が町の人たちはそういう希望がね、

もう霧と消えたという、喪失感しか今組合の人たちは持っていない

と思いますよ。 

 日本の米の生産事情が大きく変化して久しいのに、米農家の行く

手の大きな足かせとなっている土地改良法の在り方と、おいらせ町

の行政トップで最高位の政治家、この言葉がどうか分からないけれ

ども、これはあるご婦人がしゃべったけれども、無気力さに対して、

私はこれでいいのかと。誰が農家に手を差し伸べるのですかという

ふうに問いかけて、この１番の問題を終わります。 

 それから、次、町の財政計画を踏まえた北部地区の下水道敷設再

編計画について問うということで、（１）として、先般の議員全員協

議会で、令和４年度当初予算編成方針とともに、今後１０年間の町

財政見通しも発表されたと。これについて問いたいというものです。 

 （ア）これによれば、町長は令和８年度の統合庁舎の建設にいまだ

執着している感があるが、計画の当初発表時と比べ、深刻的な財政

逼迫、コロナ禍などの問題が現出しているが、現在の町財政状況を

踏まえ、庁舎建設そのものを町長はどう考えているのかということ

をまずお願いします。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 最初に、財政計画を公表した令和元年度当時と現在の状況を比較

すると、財政運営の硬直度を示す経常収支比率は９５．１％、９４．

４％、９５．３％と推移しており、財政運営状況は大きく変わってい

ないと認識をしております。 

 また、コロナ禍に伴う町税収入の減少など、町財政に対する影響

が懸念されたものの、今年度については各種コロナ対策費が盛り込

まれた地方交付税を含む一般財源は例年以上の水準で確保される見

通しとなったため、これまで取り崩してきた財政調整基金残高を戻

すことができる見込みであります。 

 なお、最新の財政計画による将来推計では、現在と同程度の経常
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収支比率や減少傾向の財政調整基金など、引き続き厳しい状況が予

想される一方で、年度によっては収支見込みがプラスの年度も出て

くるなど、計画当初よりも将来の見込みは改善しております。私と

しましては、長期的には財政計画の目標である単年度の収支均衡に

近づきつつあると認識をしております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 今町長の答弁、大分回復基調になっているという話ですけれども、

過去の資料だけれども、まず財政の現状をまとめるとして、赤字基

調に突入しているということもはっきり言っています。毎年１億５，

０００万円ずつ財政が足りなくなっていくんだよと。それから、経

常収支の急激な悪化ということで、今年度は９５．１％に経常収支

比率がなったというけれども、これだって９５．１というのは、臨時

財政対策債、これを組み込んででしょう。これがなければ１００％

以上はいっているでしょう。 

 この前、監査委員と８番議員の中で、分母云々という言葉と関連

するのかもしれませんけれども、もしあれしたら、答えられたら答

えてください。私、９５．１ではね、あの現数値というか、それは収

まらないと思いますよ。 

 それから、もう財政基金だとか、こういうのがどんどん減ってき

ていると。ただ、今ちょこっと回復基調に入ったという話をしてい

ましたけれども、そのためにははっきりと新規事業の、回復基調に

持っていくためには、新規事業の凍結・抑制が必要でありますとい

うことをはっきりうたっているということで、私はこの新規事業の

凍結・抑制、これというのは何が一番最初に必要なのだろうなとい

うことで、多目的ドームの話をしてきましたし、そして２番目には

統合庁舎ですよ。何でこういう財政状況の中にあるのに必要なのか

ということを改めて問いたいと思います。 

 （イ）で、現庁舎のたたずまいは、現在使用されている他町村の庁

舎をしのぐ立派なもので、冷房施設さえ改善されれば、まだまだ長

期間使用に堪え得るものと思うが、使用に堪えない理由等を含め、

新庁舎建設、統合庁舎建設を計画する理由は何ですかと。お願いし

ます。 
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 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 本庁舎は昭和５８年に建築され、３８年が経過をし、分庁舎は昭

和５０年に建築され、４６年が経過しました。その間、三陸はるか沖

地震や東日本大震災などの巨大地震にも耐え、今日に至っておりま

す。 

 しかし、分庁舎については平成２１年度に実施した耐震診断の結

果、耐震性が基準値以下であることが判明し、その後、庁舎検討委員

会での検討と、議会が設置した分庁舎耐震調査特別委員会からの意

見を踏まえ、必要最低限の補強工事を行っております。 

 さらに、同委員会からの平成２４年８月７日付の意見書において、

庁舎の在り方については、町民の一体感を醸成するため、建設場所

の検討も含め、今後１０年程度をめどとして合併特例債を活用でき

る期間内に、統合方式に向け検討することとされております。 

 平成２５年度には、有識者や公募委員で組織された町庁舎整備検

討委員会から最終的には新庁舎の必要性が確認され、建設場所につ

いても４候補地が示され、特にイオンモール下田周辺への推進が提

言されましたが、都市計画の規制の問題から建設候補地への建設が

難しいということで、一時的に作業が中断しました。 

 その後、都市計画上の課題も解決されたことや、これまでの議論

されてきた経緯も含め、庁舎整備の議論は継続していると認識をし

ております。 

 また、新庁舎建設の必要性を考える上で新たな課題として、青森

県が平成３１年１月に公表した大雨時の奥入瀬川の洪水浸水想定も

念頭に置かなければならなくなりました。この洪水浸水想定では、

本庁舎は最大で３メートル未満の浸水が予想されています。これに

より、現庁舎が災害時の防災拠点としてその役割を果たすことが難

しくなると考えています。 

 この２つの庁舎がそれぞれ浸水区域内にある以上は、防災拠点と

しての役割を果たせなくなるため、結果的には町民の安全・安心が

確保できないという事態が考えられます。 

 したがいまして、建物の老朽化も庁舎整備に向けた要因ではあり

ますが、災害上のリスクがある以上、安全な場所に新たに庁舎を建
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設する方策こそが現時点では最善と判断をしておりますし、建設の

理由となります。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 町長の答弁は、昭和５８年の新築なんだという、昭和５８年に建

っているんだということだとかいろいろ、一体性だとかなんとかと

いう話はしておりますけれども、私は耐震だとか断熱、それから利

便性、安全性、こういうことについては問題が特にあると思ってい

ません。あるとしたら、これはやはり別に新築でなくて、修復してい

けばいいというふうに思っております。 

 次に、ウ、一方で、これだけの敷地を持つ庁舎も他町村にはなかな

か見られず、分庁舎などは物置同然にすさんだ使われ方、４階なん

か見ればもう一目瞭然ですけれども、また統合庁舎完成後の旧庁舎、

百石側の庁舎の使用方法、それからこの旧庁舎の使用方法等は全く

不透明であると思いますが、これについてどういうふうに考えてい

ますかということでお願いします。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 旧庁舎の活用については、現時点で新庁舎の具体的な建設計画が

決定しているものではないため、白紙の状態であります。しかし、新

庁舎の建設が最終的に決定した際は、当然のことながら、旧庁舎の

活用方法についても住民の皆様を含めた関係者と協議を進めなけれ

ばならないと考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 今の答弁の中では、今後残された庁舎の活用方法ということで、

ここの敷地に関する答弁というのはちょっとなかったと思うので

す。それはそれでいいです。先に走るから。やはり本当にぜいたくに

使われていると、ここのスペースがですね。もっと効果的にちゃん
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と、これこそ業者に発注して業務委託して、ちゃんと使い方等を明

示できれば、もっともっと効果的な活用はできると私は思っており

ます。 

 さて、このようなもう、平成二十何年はこうだったかという話を

していますけれども、あの状況と今のもう国を取り巻く、あるいは

私どもの町を取り巻く経済状況、財政状況は全く違うと思います。

このような状況で本当に統合庁舎が必要なのだろうかということは

本当に思いますし、町はただ合併特例債の期限がもう迫っているか

ら使わざるを得ないと、これしかずっとなくて、もう変えようがな

くてこれに執着しているというふうに私は思えてなりません。 

 合併特例債の使用の目的の１つに、合併した町村間のもろもろの

格差の是正ということがありますから、２つの町が同じ行政に服す

るのであれば、条件的にいろんなものをちゃんとならしなさいと、

そのために使っていいですよというのがあるわけですけれども、そ

うしたら、旧百石地区と旧下田地区の下水道敷設状況の格差是正に

こそ、私はこれが使われてもいいというふうに思います。 

 まず、最初に旧百石地区と旧下田地区の下水道普及率がどうなっ

ているかをお尋ねします。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 旧百石町は、公共下水道事業により下水道整備が行われ、整備人

口が９，１７５人、地区人口が９，３９０人であり、普及率は９７．

７％になります。旧下田町は、公共下水道事業と農業集落排水事業

により下水道整備が行われ、公共下水道は整備人口が５，６１８人、

区域人口が５，７４６人で、普及率は９７．８％になります。また、

農業集落排水事業は、整備人口が３，２５０人、区域人口が５，４７

９人で、普及率は５９．３％になります。合計すると、整備人口が１

万８，０４３人、区域人口が２万６１５人で、普及率は８７．５％に

なります。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 
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質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 旧百石に関しまして、９７．７％、これは行政面積が小さい、そし

てほかのほうみたいに集落が幾つも分散しているわけではないと。

海辺に沿ってずっとこうあるという感じでもって、行政の投資率が

非常に高い、いいということで、こういうふうになっていると。片

や、旧下田地区に関しては、北部地区に人がどんと入ってきたけれ

ども、そこまで配管するために高価な金がかかるだろうということ

があって、そんなに進んでいないと。 

 もう一つ、農業の集落の排水、あれが今、私、あそこは１００％と

いうふうに今までの資料で見てきていたのだけれども、そこは特に

言及されていなくて、９７．８％というのでしたけれども、もう１回

すみません、９７．８％って何でしたっけ。 

 

 西舘議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（桒嶋泰幸君） 

 それでは、お答えいたします。 

 農業集落排水事業、あの区域の区域内の人口としますと５，４７

９人、それであの処理計画人数としますと３，２５０人。ですから、

３，２５０人が接続できるマックスですよと。現にもうそれ以上の

人口が張りついているという状況になります。それで先ほどあの５

９．３％ということで町長から答弁があったところです。 

 ご質問の３，２５０人、今お話ししたとおり、もう最大限接続して

おりますので、率としますと１００％ということになります。 

 以上です。（「課長、９７．８％の方、聞いているの」の声あり） 

 失礼いたしました。旧下田町の９７．８％につきましては、旧下田

町の公共下水道、もともと都市計画区域内で公共下水道に接続して

いるもの。ですから、北部は関係ないのですが、洗平とか、あとこち

らの阿光坊とか、そちらの地区になりますが、そちらは公共下水道

事業で整備されておりまして、接続率が９７．８％ということにな

ります。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 今、９７．８％ということで了解しました。ただ、統計の取り方と

して、全人口分の下水普及率は幾らなんだというふうに聞いている
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わけですから、この答えはちょっとふさわしくないと。現に、平成元

年の統計だと、我が町は５８％ですよ。その統計は。そうすると、旧

百石町が九十何％もできているのに、それで５８％なりの数字が出

てくるのは、旧下田地区は本当に低いと。低いのであれば、同じ行政

区に属していてそういう格差があるということであれば、これは何

が何でももう改良していかなきゃならないというふうに町は思う

と、私は当然思うのだけれども、たまたま農業集落の排水事業なん

かがあって１００％ということで、それを前面に出そうとしている

けれども、これも非常に問題があるというふうに私は思っています。 

 問題があるということは、そもそも１，０００人以上あれば、これ

をやりましょうということになるわけですけれども、その半分は農

業者、半分以上がね、農業者ということになって、もう初めから農業

者の人たちがこれを占めてしまった。それで、その後どんどんどん

どん入ってきた人たちは、何らその恩恵に浴していないという現実

があるわけです。 

 それを今も、１００％という数字じゃなくても、使えませんよと

いうのは、という話でしょう、だから問題があるというふうに私は

言っているわけだけれども、だからこの格差のためにそういうお金

を私は、合併特例債を使うべきだというふうに思うのですけれども、

下水道に対するその合併特例債を使うということについて、課長で

もいいです、町長でもいいですし、見解がありましたらお願いしま

す。 

 

 西舘議長  財政管財課長。 

 

答弁 財政管財課長 

（岡本啓一君） 

 下水道事業に対する、その合併特例事業の適用について答弁いた

します。 

 下水道事業は、まずそもそもなのですけれども、合併特例事業を

使う条件として、その建設計画に搭載されていることが必要でした。

当町のこの下水道事業については、その合併浄化槽の活用云々とい

うふうに書いてありますので、ちょっと下水道整備自体について、

うちの計画ですと微妙なのかなというところがまず１つあります。 

 そして、制度的なことについて言及しますと、下水道事業は公営

企業会計でやっております。この公営企業がやる事業に対して、こ

の合併特例事業に充当するときには、その一般会計から出す分の、
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うちのさらに半分しか使えないという制度になっておりまして、一

般会計がやるときには、その経費の９５％とか使えたりするのです

けれども、下水道事業についてはそのとおりではなく、わずかその

半分しか使えないと。残りが３１億円ぐらいしかその合併特例債は

ありませんので、その格差是正について幾ら必要かというのは、ち

ょっとまだ承知はしておりませんけれども、その目的がこの合併特

例事業の金額で達成できるのかなというのは、ちょっとなお断言で

きないかなというところにあります。 

 答えになっているか分かりませんけれども、当課で把握している

分については以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 課長、ありがとうございました。 

 （イ）殊に人口密集地の北部地区の下水道事業について成田町長

は、政策として実施していないとの見方があるが、それは事実かと

いうことで私、おいらせ町の公共下水道事業経営戦略ということ、

これを一読しましたけれども、この中には地域全体６６５ヘクター

ルをやりますよと。ただ、ここからここはこうする、北部地区はどう

なんだという詳しいことは一切出ておりません。そして、なおかつ、

どの場で、議会の場だったか、どこかで聞いたか分からないのだけ

れども、もう六戸も下水道事業の拡幅はやっていないし、うちも同

じだということを成田町長が言ったということを私は記憶しており

ます。間違いであるかもしれません。ただ、私自身はそう思っていま

す。 

 それで、それであるならば、もうウに行きますけれども、今質問、

先に、私がしゃべっていることについて町長はどうですか。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 通告どおり答弁しますので。お答えします。 

 旧下田町の北部地区の下水道事業について整備を実施しないのか

というご質問ですが、令和３年第１回定例会における予算特別委員

会の中で、担当課長に新たに新しい下水道管を敷設することは現在

考えていない旨の答弁をさせていて、今も考えに変更はありません。 
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 下水道事業は多額の費用投資が必要ですし、また長い年月もかか

りますので、さらに受益者からの負担金や使用料を頂くことから、

慎重に検討していくべき課題だと認識しております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 町長はこういうふうに答弁させたという答弁でしたけれども、い

まだに北部地区の人たちと話をすると、下水道はどうなるのだろう

と、今後の進展状況をというふうに聞かれます。はっきりその方針

は浸透しているかということは、私は疑いを持たざるを得ないとい

うことで、やはり町長はそういう北部地区の住民に対して、こうい

う考えを持っていますということで、やれないということは何ら罪

ではないと思います。そのやれないという状況をはっきり説明して

理解してもらうというのが、行政の本道だと思いますので、そのと

ころについて町長はどういうふうに考えているかということでお願

いします。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 担当課からは、既設の下水道施設を維持管理していくことも財政

的には大変厳しいとの報告を受けており、また令和２年度決算にお

ける一般会計から下水道事業会計への繰入金は約６億８，６００万

円と多額であることを踏まえると、北部地区の下水道施設整備は当

面の間、現状維持せざるを得ないと認識しております。 

 なお、令和６年度の公会計導入に向けて、現在は現実的な下水道

事業の財政計画の策定を進めております。この財政計画が完成した

際には、下水道事業の現状と将来的な方向性を議会や住民の皆様に

ご説明したいと考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番  町長の答弁、趣旨、よく分かりました。ただ、合併特例債について
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（西館芳信君） はもう統合庁舎ということで、下水道分には特に考えていないとい

うことですので、その旨、承知いたしました。ただ、６６５ヘクター

ル終わったよということじゃなくて、今後具体的に、地区の住民の

皆様には知らせてほしいというふうに発言いたしまして、私の質問

を終わります。（拍手） 

 

 西舘議長  傍聴人に申し上げますが、傍聴人規則に抵触しております。今後、

拍手をするのであれば退場を命じますので、ご注意ください。（「す

みません」の声あり） 

 これで１３番、西館芳信議員の一般質問を終わります。 

 お昼のため１時３０分まで休憩します。 

  （休憩 午後 ０時１７分） 

 西舘議長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  （再開 午後 １時３０分） 

 西舘議長  引き続き、一般質問を行います。 

 ３席７番、日野口和子議員の一般質問を許します。７番、日野口和

子議員。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 ７番、日野口和子です。議長のお許しを得て、これから一般質問さ

せていただきますけれども、マスクをかけたままでよろしいでしょ

うか。（「外してもよろしいです」の声あり）ありがとうございます。 

 それでは、質問事項の１点目、当町のひきこもりの児童生徒、高齢

者への対策・対応はどのようになっているか。 

 まず、（１）児童生徒のひきこもりについてどのような調査をして

いますか。また、その後の対策・対応についてお伺いいたします。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 ３席７番、日野口和子議員のご質問にお答えをいたします。 

 教育委員会では、学校からの不登校児童生徒の報告を受けること

により、実態を把握しております。 

 また、不登校児童生徒の対応として、保護者への連絡または家庭

訪問等により相談を続けております。 

 以上です。 
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 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 その不登校の生徒というのは、具体的に何人いるのでしょうか。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 後の質問にもあったかと思うのですが、今お話をいたします。 

 直近のデータになりますが、今年度９月の時点で、不登校の報告

があった数は１８名、小学生児童ですね。中学生の不登校の、長期欠

席の人数は３０名になっております。合わせて４８名、９月時点で

の報告でした。 

 以上です。 

  

 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 この４８名というのは、ちょっと私個人的には多いように思いま

すけれども、いかがでしょうか。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 ４８名の数字は、非常に多くなっているのか、あるいは少なくな

っているかのことについてのお答えですが、ちょっと古くはなりま

すが、平成２１、２２、２３年、私は百石中学校に在籍しておりまし

た。その当時と比べてあまり変化はありません。その前に職務とし

て東部上北教育研究協議会の指導課長として勤務したときには、東

部全体で一口で約５０名と、長期の欠席はですね、そういうふうに

ずっと数字が続いていた時代に比べて、非常に大きくなっていると

いうことではないです。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 この不登校というのは、今いろいろなことで、いじめ等々、まして

コロナ禍のこともありますし、主な原因がどうなのかということは、

教育委員会では把握していますでしょうか。 
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 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 学校からの報告の中に、原因となるべきものがもし判明すれば、

そのことの報告があります。なかなか分からない場合は、それなり

の内容で報告があります。数字としては毎月のように報告が上がっ

てはきております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 分かりました。取りあえずこの不登校の生徒を１人でも減らすよ

うにお願いいたします。 

 （２）に行きます。連日のように幼児や児童の虐待がテレビ・新聞

等で報道されておりますが、見るたび、聞くたび、読むたびに、身を

むしられるような悲しみや怒りが湧いてきます。 

 そこで、当町の対策・対応をお伺いします。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 教育委員会では、児童虐待の早期発見及び適切な支援を図るため

に児童相談所、八戸ですが、八戸の児童相談所をはじめとする関係

機関と情報共有するとともに、連携強化をしております。 

 

 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 どうぞこのような子供たちが１人でも少なくなるよう、よろしく

見守ってやってください。私たちも頑張りますので。 

 （３）番に行きます。高齢者のひきこもりについてどのような調査

をしていますか。また、その後の対策・対応についてお伺いします。 

 

 西舘議長  町長。 
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答弁 町長 

（成田 隆君） 

 ３席７番、日野口和子議員のご質問にお答えします。 

 毎年、７５歳になる方を対象に家庭訪問を行い、健康や生活全般

に対する相談に対応しています。 

 また、３年に一度、高齢者に対するニーズ調査を実施し、リスクが

高い方には訪問をし、実態把握をしております。その上で、ひきこも

りや閉じこもりのおそれなどがある方へは、本人や家族の状況に合

わせて、介護予防教室への勧奨や、関係者での見守り支援などの対

応をしております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 このひきこもりのことですけれども、私たちも鶉久保町内会とし

ていきいきサロンを今までやっていました。それがコロナによって

去年も中止、今年も中止ということになりましたけれども、なるべ

くだからこちらから出向いて、どうだ、元気かという話をしていま

すけれども、町側でもより積極的に進めていっていただきたいと思

います。 

 次、２番、質問事項の２番に行きます。長引くコロナ禍の中でのこ

ども園の支援について。 

 （１）家計の厳しいひとり親や児童への当町の独自支援制度は、医

療費をはじめとし、給食費無料等、他市町村を抜きん出ていると誇

りに思っております。しかしながら、昨今のコロナ禍で経済的にも

大きく打撃を受け、子供の貧困がさらに深刻化するおそれがあり、

町独自のより手厚い支援が必要と思いますが、新たな対策・対応を

考えていますか。お伺いします。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 現時点では、町独自の新たな対策・対応は考えておりません。しか

し、今年度はコロナ禍による影響を受けている低所得世帯の子育て

に対し、子育て世帯生活支援特別給付金として、１８歳までの児童

１人当たり一律５万円を支給することとしております。 

 また、今後の予定としては、新たな国の施策として、子育て世帯へ
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の臨時特別給付が実施されることとなっており、今定例会へ追加提

案することを予定しております。これは児童を養育している者の所

得が、児童手当の所得制限限度額以上の世帯を除き、零歳から１８

歳までの児童に１人当たり１０万円相当の給付を行うものです。ま

ずは児童手当の仕組みが使える中学生以下の児童に対し、１人当た

り５万円の現金を年内に支給することとしており、現在そのための

準備を行っているところです。 

 

 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 ぜひともできるものは急いで救済していただきたいと思います。

国の方策も、私たちも新聞紙やテレビ等で聞いておりますけれども、

それに加えて町はどうなっているのかなということで注視しており

ますので、よろしくお願いいたします。 

 （２）番、新聞報道などで、児童生徒が生理用品を買えない実態を

知り、正直言って愕然としました。経済的支援が必要な児童生徒に

対し、無償提供すべきと思いますが、現在、当町ではどのような形で

進めているのかお伺いします。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 学校では現在、児童生徒に対して、保健室等で相談をすることが

できることを周知しておりますが、必要に応じて生理用品を提供し

ております。今までもずっとそれをやっているところであります。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 保健室等で相談を受けているということで安心しましたけれど

も、ちなみにこの相談をしに来る生徒というのは何人ぐらいいるの

でしょうか。 

 

 西舘議長  学務課長。 
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答弁 学務課長 

（福田輝雄君） 

 お答えいたします。 

 人数的には確認はしておりません。内容につきましては、貧困だ

けではなくて、例えば準備をしてきていなかった子とか、あとは忘

れてきた子などを対応しておりますので、貧困対策として行ってい

るものではなくて、従来からそういう生徒のために準備していたも

のを、そういう相談を受けた場合にも同じく対応するということで

行っておりますので、何人に対してという形は学校からは報告を求

めているものでありませんので、ご理解いただければと思います。 

 

 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 ありがとうございました。そのことを聞いて安心しました。 

 次に行きます。質問事項の３、新型コロナワクチン接種について

です。 

 （１）が１２歳未満のワクチン接種の動きはどうなっていますか。

また、当町の３回目のワクチン接種スケジュールについてお伺いし

ます。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 現在、国は小児の感染状況、諸外国の対応状況及び小児に対する

ワクチンの有効性・安全性を整理した上で、５歳から１１歳の小児

を対象とした接種について議論することとしております。当町では、

今後の小児への接種に備え、速やかに接種を開始することができる

よう、現段階での留意事項を確認の上、準備に当たっているところ

です。 

 次に、当町の３回目のワクチン接種についてですが、２回目の接

種が完了した後、８か月を経過した１８歳以上の方で接種を希望す

る方を対象に、追加接種を行うこととしています。 

 接種スケジュールですが、医療従事者については今週から順次開

始され、高齢者については来年２月から開始する予定です。対象者

には接種月の前月に追加接種に係る接種券を送付する予定でありま

す。 

 以上です。 
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 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 国等々では、他国でも６か月早めて、６か月からということもあ

るのですけれども、当町は８か月からということですか。じゃあそ

のことはまたいろんな面で町民に知らせてくださるようお願いいた

します。 

 次、質問事項の４、（１）以前にも庁舎建設に対して質問させてい

ただきましたが、町長の庁舎建設に対する考えを改めてお伺いしま

す。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 ２席１３番、西館芳信議員にも答弁したとおり、新庁舎の建設に

ついては、現庁舎の老朽化への対応、そして洪水浸水想定区域内に

あるという事実を踏まえれば、速やかに新たな庁舎を安全な場所に

建設することが望ましいと考えております。 

 また、建設の時期についても、建設事業費に充当できる合併特例

債が活用できる期間内が望ましいと考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 この新庁舎建設に対して、前向きに考えていらっしゃるというこ

とで理解していいですか。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 そのように思ってくださって結構です。 

 

 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 それでは、質問事項の５番目に移ります。老朽化したおいらせ町

立病院について。 
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 （１）おいらせ町立病院は川沿いにあり、駐車場も狭い、老朽化し

て移転に向けて考える時期が来たと思います。町長のお考えをお伺

いします。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 ご質問の病院の移転については、施設の老朽化による不具合や狭

隘な駐車場等の理由、そして川沿いという立地的条件から、自然災

害への対策を含め、これまでも議員各位からご質問をいただいてお

ります。 

 このようなことから、病院の方向性と併せて調査する時期に来て

いると考えておりますので、政策課題として捉え、早い段階で庁内

に検討委員会を設けて議論していきたいと考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 ぜひともそんなに長い年月をかけないで、早い時期に検討委員会

をつくって進めていってもらいたいと思います。 

 質問事項の６に移ります。北部地区に郵便局をと、これは以前に

も北部地区に郵便局をと質問しました。とても人口も増えていて、

北部地区は本当は同じおいらせ町にある郵便局を使いたいのだけれ

ども、すぐ近くの三沢に行くこともよくあります。どこを使っても

いいだろうけれども、やはり地元、北部地区にもあれだけの人数が

あるのだから、１つは欲しいと思いますので、いま一度町長のお考

えを示してください。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 北部地区への郵便局新設は、地域住民はもとより、町にとっても

長年の悲願であります。これまでも機会あるごとに日本郵便株式会

社に対して要望書の提出やトップセールスを行ってまいりました。

また、青葉町内会からも東北支社長宛て要望書が提出されたとの報
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告を受けております。 

 これらの活動が成果を上げたものと思いますが、日本郵便株式会

社からは具体的な時期は未定でありますが、設置について前向きに

検討していると聞いており、これまでの回答に比べ大きく前進した

と受け止めております。 

 今後も機会を捉え、北部地区への郵便局新設が早期に実現するよ

う、地域住民とともに力を合わせて要望してまいりたいと思います。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 やっとここまで来たかという、そんな思いがしました。本当に町

民の希望に沿って前向きにこれからも進めていってほしいと思いま

す。本当に北部地区の町民は待っていますから。お願いいたします。 

 これで私の質問を終わります。 

 

 西舘議長  これで７番、日野口和子議員の一般質問を終わります。 

 ここで、暫時休憩します。 

 １０分間休憩します。 

  （休憩 午後 １時５１分） 

 楢山副議長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 議長に代わり副議長が暫時議事を進行いたします。 

  （再開 午後 ２時００分） 

 

 楢山副議長 

 

 

 引き続き、一般質問を行います。 

 ４席４番、澤上 訓議員の一般質問を許します。４番。 

 

質疑 ４番 

（澤上 訓君） 

 ４番の澤上 訓です。議長のお許しを得て、通告に従い一問一答

方式により一般質問をさせていただきます。 

 ２０２０年、２０２１年は、新型コロナウイルスによってこれま

での当たり前が当たり前でなくなったという、いわゆるこれまでの

普通の生活行動を大きく変化させられた２年間であったと思ってお

ります。 

 まず、私たちが消費者として店内に入店するときは、消毒液を手

にかけ、体温計があれば体温を測り、そして買物をする、欲しい物
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を手にする場合、他人と密着を避けるために相互に譲り合い、レジ

に行くときも間隔を空けて、いわゆるソーシャルディスタンスの習

慣化がなされてきました。 

 また、クラスター、この言葉も２年間で心の中にしっかりと刻ま

れた言葉でもあります。 

 ２０２１年の７月から９月がピークであったコロナウイルス感染

も、ワクチンの接種者が増えるとともに減少状況にあります。しか

し、私が最も懸念することは、子供たちのことであります。最初の

うちは、若い子には感染率が低いと言われておりましたが、ウイル

スの変異株が出始めたら、若い子もお年寄りも関係なく増加してま

いりました。専門家の多くは、いずれ感染再拡大が起こり第６波が

来ると予想しております。 

 学校内で次から次へと対策を講じていかなければならない先生

方、教育関係者の皆様方、本当にご苦労をおかけしますが、ともに

この危機を乗り越えるという強い気持ちで頑張っていただきたいと

思っております。 

 それでは、１番の学校内における今後のコロナ対策についてお聞

きします。 

 （１）学校では、もし第６波が起きたら、第５波の経験を生かし

てどのような対策を講じようとしているのかをお聞きします。 

 

 楢山副議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 ４席４番、澤上 訓議員の質問にお答えいたします。 

 学校では、文部科学省が定める衛生管理マニュアルに基づき、手

洗いや咳エチケット、換気といった基本的な感染対策に加え、感染

拡大リスクが高い３密を避ける、身体的距離を確保する感染対策の

徹底を継続していきます。 

 また、季節性インフルエンザが流行する時期でもあることから、

感染対策を一層心がけるよう指示しております。 

 以上です。 

 

 楢山副議長  ４番。 

 

質疑 ４番  このコロナ対策は、やはり地道にそういう定められたものをこな
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（澤上 訓君） していくしかないんじゃないかなというのは、私もそう考えており

ます。 

 （２）で、コロナ禍において、日本社会の働き方が変化してきて

おります。先生の働き方について変化した点をお伺いします。 

 

 楢山副議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 コロナ禍において、教職員の働き方で変化した点としては、感染

症対策における児童生徒の健康観察、校内の消毒作業が常に必要と

なっているところであります。 

 また、感染が拡大した時期においては、感染疑いによる自宅待機

が必要となった際でも、無理をしない、お互いさまといった教職員

間の助け合いが見受けられたと聞いております。 

 以上であります。 

 

 楢山副議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（澤上 訓君） 

 私がこの質問をしたのはなぜかといいますと、（３）に入ります

けれども、長野県小諸市教育委員会では、市内の小中学校に時間外

電話対応業務をゼロにする電話転送サービス「転送録」を導入した

新聞記事を目にしたわけでございます。 

 我が町の小中学校での勤務時間外における電話対応の現状と課題

についてお伺いします。 

 

 楢山副議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 勤務時間外における電話対応については、主に家庭、保護者への

連絡となっております。折り返しの電話も多いと聞いております。 

 また、家庭、保護者への連絡がなかなか取れず、時間がかかるこ

とが課題となっております。 

 以上であります。 

 

 楢山副議長  ４番。 
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質疑 ４番 

（澤上 訓君） 

 学校が抱える課題は、（４）番に入りますけれども、より複雑

化・困難化し、さらにコロナ感染対応業務が加わり、激増している

と推察されますが、教職員の働き方改革の取組の１つとして、この

長野県で行った電話転送サービス「転送録」を導入する考えはない

かお伺いします。 

 それと、私は、もしかすれば学校の先生方も本当は何かそういう

思いを持っていても、言い切れないでいる部分もあるんじゃないの

かなという気がしておりましたので、いい意味でこれを機会に、も

しそういうのがありましたら、そちらもお答えいただければと思い

ます。 

 

 楢山副議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 非常に、何ていうかな、ありがたい質問をありがとうございます。 

 教職員の働き方改革については、今後進めていかなければならな

いというふうに考えております。非常に大きな課題であると考えま

す。電話対応の業務の削減も含め、学校現場で協議を進めてまいり

たいと思っておりますが、やはり先ほどの質問の回答に戻るのです

が、やはり一日のまとめというか、一日の結果、例えば家庭に、保護

者に連絡しなければならない事例は非常に多くあります。ですから、

それをいつ家庭に連絡するかというと、４時半で勤務時間は終わり

ます。それ以降になるんですよ。 

 ですから、なかなかその電話の業務の削減が非常に難しい状況が

今、学校でありますので、非常にありがたい質問でありますけれど

も、私たちも校長たちと一緒に取り組んでいかなければならないの

ですが、実際の問題としてその業務を外せるかというと、なかなか

難しいなということは現実問題としてあるところであります。 

 以上です。 

 

 楢山副議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（澤上 訓君） 

 この長野県でさえも、これがすごく話題になったということです

が、いや、きっと同じ悩みを抱えているのは、どこの県にもあるん

じゃないのかなということで、正直に答えていただいてありがとう
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ございます。 

 確かに予算的なものも相当かかると思うのですけれども、でもそ

ういったものをやはり行政がきちんと現場の悩みとか、そういった

ものをしっかり把握して今後に向けて準備していくという体制を取

っていかなければ、前に進むことはできないなと、そう思っており

ます。 

 ぜひその辺のところを調査しながら、財政担当課もぜひ前に進め

るよう、よろしくお願いします。 

 次に、（５）第５波の緊急コロナ対策としては、公共施設を原則

休館、イベント等は中止・延期、学校の部活動の時間短縮や禁止等

が定められました。第６波を想定した部活動あるいはスポーツ少年

団等の活動については、第５波と同じ考え方で進めていくつもりな

のか、また別の考え方があるのかお伺いします。 

 

 楢山副議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 感染拡大防止策として、学校の部活動及びスポーツ少年団等の活

動については、国及び県の対策に準じて、時間短縮や禁止等を行っ

てきております。 

 第６波が起きた場合は、これまでどおり、国及び県の対策を確認

した上で、同様の対策を講じていきたいと考えております。 

 以上であります。 

 

 楢山副議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（澤上 訓君） 

 再質問になりますけれども、私はコロナ禍の中で、先生方やスポ

ーツ少年団の指導者が、子供たちの指導において弱気になることな

く、学校、教育委員会関係者、そして指導者が更に連携を密にし、

練習や試合ができるすばらしい環境づくりをしてほしいと願ってお

ります。 

 子供たちには夢があります。夢に向かって努力し、そのときその

ときの課題をクリアしながら挑み続けることが、本人の成長につな

がっていくと考えております。それらの環境づくりについてどのよ

うにお考えかお伺いします。 
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 楢山副議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 それでは、お答えをいたします。 

 実際に防止策を立案するときには、毎月定例の校長会を開いてお

ります。それで、何か特別大きな変化、社会に大きな変化があった

場合は、それ以後の例えば１か月後、２か月後のその間の学校での

対策をどうするかをこちらで考えたものを提案をして、校長先生た

ちと相談をして、それをずっとこの２年間続けてきております。 

 例えば１か月後に運動会があったら、それをどのようにするかと

か、部活動の例えば中体連の夏季大会があったり、新人大会があっ

たときにはどうするかということを、１か月あるいは２か月前にい

ろいろ話し合って進めているところであります。 

 それで、質問の中にもありましたけれども、先生方が弱気になら

ないようにとありますが、どちらかというと先生方は自粛するとい

うよりは、幾らでもやりたいと、この気持ちはまだまだ失っており

ません。その気持ちを考慮しながら、でも何かあったらどこまで対

応しなければならないかという危険性も一緒に考えてもらって、先

生方との思いを大事にしながら、対策を今までこの２年間続けてき

ているところでありますので、これからもそのような対応でやって

いきたいなと思っております。 

 以上です。 

 

 楢山副議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（澤上 訓君） 

 スポーツ少年団と、あとそれから学校の先生方と、指導者が様々

ばらつきがあると思うのですけれども、それらの方々を集めた、そ

の連絡会議みたいな、そういう組織は現在ないのでしょうか。 

 

 楢山副議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 学校の教育活動の中で行われる学校の部活動の担当者と、それか

ら地域にあるスポーツ少年団とのその指導者との間の連絡協議会と

いうものは、今つくってはおりません。 

 それで、どちらが先になるかあれですけれども、何か学校側の対
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策が行われたということで決まると、そのことは社会教育・体育課

に伝えて、スポーツ少年団も同様の対策が取れないかということで

連絡をするように、スポーツ少年団の指導者への連絡を取っており

ます。 

 逆の場合も、スポ少で例えばこういう対策、あるいはこういう問

題があった場合には、学校に対してもその連絡が行くようにと、そ

してそれぞれの連絡協議会はつくっていませんが、学校、学務課と

社会教育・体育課との、１週間に１回必ず集まって、お互いに持っ

ている情報を共有しながら対策を進めているところであります。 

 以上です。 

 

 楢山副議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（澤上 訓君） 

 まさに私はやはりそういう連絡協議会の場があったほうが、非常

にこう、お互い、スポーツ少年団の指導者も学校のことを理解し、

学校の先生方もこっちのスポーツ少年団のことも理解しながら進め

ていける、非常にそれが理想的な形だなと思っておりますので、ぜ

ひそういう場を設けていただければなと思っております。 

 では、次に２番の学校安全管理について質問したいと思います。 

 （１）平成１３年に児童８人が犠牲となった大阪教育大学附属池

田小学校の児童殺傷事件から２０年が経過しました。また、最近で

は、宮城県の登米市だったと思うのですけれども、こども園で刃物

を持った不審者侵入事件もありました。 

 池田小学校の事件を受けて、全国的に各学校で玄関の施錠、監視

カメラの設置、教室へのさすまたや防犯スプレーの配置、不審者侵

入想定の避難訓練など対策を講じていると思っていますが、コロナ

禍の中で現在、当町で実施している不審者侵入対策をお伺いしま

す。 


 

 楢山副議長  教室長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 学校における不審者侵入対策として、玄関の施錠、さすまた等の

設置のほか、不審者侵入避難訓練等を実施しております。 

 以上です。 
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 楢山副議長 ４番。 

 

質疑 ４番 

（澤上 訓君） 

 次の（２）に入りますけれども、東京都心の商業地にある小学

校、これは名前は出ていませんでした。小学校で行われた、この不

審者侵入避難訓練では、不審者侵入を伝える暗号メッセージの放送

を行い、教室内で学級担任は児童を隅に集め、校長、事務主事、用

務主事が各自さすまたを持ち、警察官が階段踊り場に犯人役を追い

詰め、抵抗する犯人にさすまたで応戦し、胸や腰、足を抑え込んで

ようやく鎮圧に至るといった訓練を行っていました。 

 忘れた頃に災難はやってくるとよく言われておりますが、池田小

学校の事件を忘れず、いま一度安全・安心のための避難訓練を定期

的に実施しているのかお伺いします。 

 それと、この避難訓練の具体的な内容もちょっとお知らせいただ

ければと思います。 

 

 楢山副議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 各学校において、年１回程度、防犯教室または不審者侵入避難訓

練を警察署と連携して実施しております。加えて言うと、避難訓練

は年に３回実施することを国及び県から求められております。大体

の学校は、１回は火災の訓練、２回目はこういう不審者の訓練、３回

目は地震の訓練というふうに分けて実施しております。 

 以上です。 

 

 楢山副議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（澤上 訓君） 

 その不審者対策の訓練の具体的な内容を教えていただきたい。 

 

 楢山副議長  学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（福田輝雄君） 

 具体的という形で、議員前段でお話ししたみたいな訓練等につい

ては、ちょっと内容までは確認はしていないのですけれども、基本

的に学校の危機管理マニュアルというのを各学校でつくっておりま
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す。その中で防犯対策についてもそれぞれの学校で、学校事情に合

わせたものをつくって、それをもとにして訓練をしていると確認し

ておりました。 

 それで、先ほど不審者侵入避難訓練等という言葉で、等で言葉を

濁しているのですけれども、避難訓練という形で行う場合と、あと

防犯教室という形で行う場合の２種類で行っているということで聞

いております。 

 防犯教室については、前段に何らかの講義等を行いながら実践を

するのかなと。また、避難訓練についてはまず、先ほどあったよう

な具体的な犯人を追い詰める云々という部分まではいってはいない

かと思うのですけれども、どこに侵入者がいてということで、通常

の火災とか地震の避難訓練のように、若干避難する方法というか、

段階が変わるとは思うのですけれども、そういう形で校外に逃げる

という訓練をしているということで把握しております。 

 

 楢山副議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（澤上 訓君） 

 実践はやはり必要かなと私は思います。というのは、刃物を持っ

た相手が暴れるんですよ。やはりどこでどう押さえるかということ

が、やはり実践で経験しておくことが、非常に大きな力になると思

いますよ。子供たちの安全のためにね。 

 ですから、ぜひその辺は想定しながら、警察官とかいろいろアド

バイスをいただきながら、やっておいたほうがいいんじゃないのか

なと。 

 昔は、都会で起こった事件は即田舎に結びつかないという考えが

多かったと思います。今はもう都会も田舎も関係ないと私は思って

おります。 

 訓練というものは、行うことで最低限の被害を防ぐ手段にもなり

ますので、保育園・幼稚園を含め、学校内における安全対策を改め

て初心に戻り考える必要があるのではと思っております。このこと

についてどのようにお考えをお持ちかお伺いします。 

 

 楢山副議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長  今、議員の質問の中でお話しされたことは、全くそのとおりだと
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（松林義一君） 思っております。都会も田舎、田舎というか、都会もそうでないと

ころも、今はもう関係なくいろんなことが起こっておりますので、

対策としては、今から、常日頃からそういうことは考えていかなけ

ればならないかなと思っております。 

 今は、中学校はまだそうでないですが、小学校だと女性職員も非

常に多くなっております。そのことも考慮しながら、どうあればい

いかということは当然、警察の指導を仰ぎながら考えていきたいな

と思っております。 

 以上であります。 

 

 楢山副議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（澤上 訓君） 

 今、教育長さんからも出ましたけれども、やはり女性職員が多く

なってきている学校、具体的な人数がどうとかでなくても、女性が

主流になっている、教職員が多いところもあります。そういうとこ

ろの対策というのも本当に考えていかなきゃならないんじゃないの

かなと。 

 おいらせ町はどうなっているのかはちょっと分かりませんけれど

も、男性職員と女性職員の割合の部分ではどのようになっているん

ですかね。 

 

 楢山副議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 はっきりとした数字は今示せませんけれども、中学校だともう半

数を超えた程度が女性職員になっております。それから、小学校で

すと、７割、８割が女性職員になっております。 

 以上であります。 

 

 楢山副議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（澤上 訓君） 

 やはり聞いてみるものだなと思いました。特に女性を、いや、本

当に危機的な場面でどうその人たちが対応するのかということも非

常に重要になってきますので、そういう方々もけががないように、

ぜひ考慮した訓練をしていただければなと思います。 

 以上をもちまして、私の一般質問を終了したいと思います。当局
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の真摯な答弁をいただき、誠にありがとうございました。 

 

 楢山副議長  これで４番、澤上 訓議員の一般質問を終わります。 

 ここで、暫時休憩いたします。１４時４０分まで休憩いたします。 

  （休憩 午後 ２時２７分） 

 西舘議長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 再び議長が議事を進行します。 

  （再開 午後 ２時４０分） 

 西舘議長  引き続き、一般質問を行います。 

 ５席３番、馬場正治議員の一般質問を許します。３番、馬場正治

議員。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 ３番、馬場正治です。２年前より、個人的な事情によって一般質

問では着席のままの発言をお許しいただいておりますので、今定例

会の一般質問も着席のままで発言することをお許しいただきまし

て、一般質問に入らせていただきたいと思います。よろしくお願い

します。 

 それでは、通告しております質問事項の１番、交通安全対策につ

いてでございます。 

 この交通安全対策の問題につきましては、先月の２０日に急逝さ

れました澤上 勝議員がお亡くなりになる３日前に私の事務所に寄

られまして、約１時間ぐらい北部地区の交通安全対策について意見

交換をして、彼もまた亡くならなければ、この一般質問で質問事項

として取り上げる予定だったものであります。彼のご冥福をお祈り

しまして、澤上議員の分まで併せて質問させていただきたいと思い

ますので、町当局の皆様は真摯なる答弁をお願い申し上げ、質問に

入らせていただきます。 

 まず、（１）現在実施されていない通学路の指定についてでござ

います。 

 教育長は９月定例会で、「各学校の通学路の設定について、７月

の校長会で確認をし、現在各学校に対し作業を依頼している」と答

弁されていますけれども、国の指針に基づいた通学路の指定はいつ

実施するのかお伺いします。 

 

 西舘議長  教育長。 
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答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 ５席３番、馬場正治議員のご質問にお答えをいたします。 

 ９月に各学校で文部科学省が示す通学路の条件に基づき設定した

通学路の報告を受け、確認をしております。教育委員会では、報告

を受けた通学路について、安全対策が必要な場合には関係機関と協

議をして対策を講ずることとなります。 

 以上であります。 

 

 西舘議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 分かりました。それで、通学路の指定をいつ実施されるのか、今

お答えがなかったと思いますけれども、この点についてはいかがで

しょうか。 

 

 西舘議長  学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（福田輝雄君） 

 お答えいたします。 

 まず、先に通学路の指定の部分で、馬場議員と教育委員会で若干

考え方の差異があるところがありましたので、そこを補正させてい

ただいて、先ほどいつからという部分にお答えしたいと思います。 

 教育委員会では、馬場議員おっしゃるとおり、国の指針に基づい

たという形で、通学路については、通学路の条件という形で指針の

中でできるだけ歩車道の区別がある等の条件を設定させていただい

ているものがあります。 

 それで、そのほかに文部科学省で交通安全業務計画というものが

ありまして、その規定においては、通学路の設定・指定は、学校に

対して教育委員会で行わせるものであるということと、あと市町村

の教育委員会はその安全対策の調整を図るものという形でされてお

りますので、そのものを基にしまして、おいらせ町におきまして

は、通学路の設定については学校で設定していただくと、指定して

いただくと。それを教育委員会は把握をして、それを基にして、先

ほど教育長がお話をしたとおり、安全対策が必要な場合には、関係

機関と協議して対策を講じていただく形で進めてまいりたいと考え

ております。 

 なので、先ほど、じゃあその指定はいつからになるかという形に
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なりますけれども、９月中に学校から報告を受けております。その

報告につきましては、各学校で、こちらで交通安全対策協議会で作

っている対策路線図を、こういう道路がありますよということで、

全体の町内のものを提示した中で、いろいろと設定していただきま

したので、学校側では９月でもう設定は終わっているという形にな

りますので、ご理解いただければと思います。 

 

 西舘議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 設定は終わっているということは理解できますけれども、通学路

は指定するのは、町が指定するということはもう過去の一般質問で

申し上げていますね。いわゆる文部科学省の指導によりますけれど

も、その通学路というものを、旧百石町でも旧下田町でも、過去指

定していなかったわけです。なぜ指定していなかったのかという過

去の一般質問に対して、町長も教育長も、子供たちが通りやすい道

路を通学してよいと。その道路の安全対策を講じているという答弁

でしたけれども、ところが現実に、横断中の中学生が死亡する事故

が１月に発生しております。 

 私が過去申し上げたのは、通学路を、通学道路ではないですよ、

通学路というものを国の指針に基づいて指定すれば、そして子供た

ちにこの通学路を登下校のときは通ってくださいと、通りなさいと

いうふうに指導することによって、その通学路、指定した通学路の

安全対策を重点にすれば、町の経費も節約できるわけです。どこで

も通ってもいいということになれば、非常にお金がかかるわけで

す。そのことはもう過去に２度ほど申し上げておりますけれども、

その点についてはいかがですか。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 最後のご指摘はそのとおりだと思っています。重点的にここを整

備してくださいということを、例えば財政と相談をするときには相

談しやすいことは確かだと思っております。それがまず第１点です

ね。 

 それから、なぜ今まで指定してこなかったかということについて
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は、なぜということについてはお答えはなかなかできませんが、お

わびを申し上げます。これはもう私たちがしっかりとした対応をし

てこなかったということを指摘されても、これは反論はなかなかで

きないと思っています。そのとおりだと思っています。 

 ですから、これからこの間の校長会で確認したとおり、学校が指

定したものを私たちはその確認をする、言ってみれば指定したこと

と同じことなのですが、結論としてはですね。それを基に次年度か

ら、例えば外部機関との相談のときも、それから内部のときの相談

も、それを基にやっていきたいなと思っております。 

 以上であります。 

 

 西舘議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 分かりました。今回も９月に設定している各学校から報告された

通学道路についての設定はもうしていると、指定と同じ意味がある

と、私もそのとおり理解しますけれども、国が言っている通学路の

指定というのは、設定とは違うわけですよ。なぜ指定してこなかっ

たのか、その歴史的経緯は答弁できるはずがないと私も思います。

田舎でしたから。百石町も下田町も、どこを歩いてもそんなに死亡

事故が起きるような町ではなかったわけですよ。数十年前まではで

すね。ただ、それをそのままにしておくわけにはいかないわけで

す、やはり。 

 おいらせ町は東北管内６県で、おととしは住み心地のいい町とし

て１０位に入りました。青森県ではトップです。これを何とか維持

することが、私たち議員の務めでもあると思いますので、ぜひ、今

新年度からという言葉が入りましたので、４月１日、令和４年度か

ら通学路はここですよと明確にお答えできるように進めていただけ

ればと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、次に進みたいと思います。 

 （２）主要地方道三沢十和田線の速度規制についてでございます

けれども、主要地方道三沢十和田線の沿線には、近年大型スーパー

をはじめ各種店舗の進出が相次いでおり、現在の速度制限、時速６

０キロのままでは、店舗に出入りする車と主要地方道三沢十和田

線、これは十和田から三沢空港へ真っすぐ抜けられる道路ですか

ら、これを走行する大型車両との事故が懸念されるが、一定区間に
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速度を時速４０キロに規制するよう、県の公安委員会に依頼する考

えはございませんか。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 ５席３番、馬場正治議員のご質問にお答えします。 

 自動車の速度管理については、道路交通法により法定速度が決め

られており、交通安全、交通事故の抑止の観点はもちろんのこと、

道路構造や沿道の状況、交通の円滑化の観点から、必要に応じて都

道府県公安委員会が最高速度を規制することになっております。 

 議員ご質問の当該路線の青葉・木ノ下地区では、近年各種店舗な

どが進出し、交通量も増えているものと思いますが、相互の幅員が

確保された道路構造であり、また沿線に住宅や事業所が連立したり

密集している状況ではないため、今後、沿道の状況を見ながら、必

要に応じて所管の三沢警察署に相談したいと考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 ありがとうございます。私は１月２２日の木ノ下中学校２年男子

生徒が横断歩道を横断中にトラックにひかれて死亡するという事故

の後、この路線をもう１０回以上調査をしております。まさにこの

路線での死亡事故。昨日、三沢警察署管内での交通事故の１２月２

０日現在のデータを取得いたしました。 

 これによりますと、令和３年度に入って、三沢警察署管内の死亡

事故は３件。このうち２件はおいらせ町内で発生していて、１件は

１月２２日の中学生の死亡事故。もう１件は、まさにこの議会の開

会日の１２月２日、二川目１丁目の直線道路、あのローソンの信号

から甲洋小学校までの間の付近です。ここで歩行者がまた死亡事故

に遭っています。 

 青森県全体の死亡事故は減少しているんですよ、今年度。こうい

う現実をもっと直視して、安全な町にしなければならないというの

が私の考え方です。幅員が十分だからまだ事故の心配はそうないと

思うけれども、状況に応じて三沢警察署と相談をしたいというの

は、あまりにも悠長過ぎると私は感じます。 
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 ３月、６月、９月と同じような質問を繰り返してまいりましたけ

れども、足取りが遅過ぎます、私の考えでは。もっと町民の命を守

るという気持ちを強く持っていただきたいと思います。 

 町の発展は町民あってのものであり、町の発展は健康な子供たち

の成長あってのものです。町の将来も子供の成長がなければあり得

ません。そのことが基本だと私は思います。全ての基本だと思いま

すので、何を先にやらなきゃならないかという選択、それに集中す

ることが必要だなと私は思いますので、もう一度町長の考え方を伺

いたいと思います。 

 

 西舘議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課

長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 確かに馬場議員おっしゃる気持ちも、言うところも十分分かると

ころではございます。一応当課でも馬場議員の質問をきっかけに、

速度規制する際の考え方等いろいろ勉強させていただきました。い

ろいろ調べたところによりますと、まず警察でそこの路線について

実態・実測調査を行います。それで、実勢速度というものを出すの

ですが、実際に走っている車の速度の８５％を標準の速度といたし

ます。 

 それを基に下方修正するなりするわけなのですが、下方修正する

際の条件も様々あります。交通事故の状況であったり、住宅や事業

所の出入口の数、それから通学路であるか、通学路ではないのか、

それから歩道があるのかないのか、路肩や路側帯の幅員等もそうで

ございます。それから、道路の線形もあります。直線道路なのか、

カーブが多いのか。あと、見通しがいいのか悪いのか。そういった

ことを……。（「簡潔にしてください。時間がもったいないから」

の声あり）そういったことを踏まえてやることになりますので、確

かに人命優先というところも十分理解できるところでありますが、

そういったところが前提条件となっているところもご理解いただき

たいと思ってございます。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ３番。 
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質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 ありがとうございます。いろいろ速度規制にはそういった手順を

踏むことは十分私も存じております。要は、県の公安委員会がどこ

から先にその交通量調査をするか、要は公安委員会の考えに任せる

しかないなという町長の考えなのか、何とかうちを優先して始めて

くれと、もちろん交通量調査をしないで速度規制なんかできっこあ

りませんよ。そういう段取りは十分分かっているんですよ。そのお

いらせ町の安全に対する考え方をぶつけていかないと、優先的に見

てもらえないということを私は申し上げて、この項目についてはこ

れ以上答弁は変わらないと思いますので、ここで次に進みたいと思

います。 

 次、大きな項目の２番、スクールバスについてでございます。 

 （１）更新されるスクールバスについて。 

 今年度更新が予定されているスクールバス（４０人乗り中型バス

２台）でございますが、６月定例会では、「ボディーカラーやデザ

インなどについては現在検討中」と答弁しておられますけれども、

その結果と運行開始時期について伺います。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 車体のカラー、ボディーカラーについては、標準装備で設定され

ている色の中から、ライトピンクを選択し、デザインについては、

分かりやすく親しみのある町のイメージキャラクターのおいらくん

を使用することとしております。 

 また、運行は来年１月、冬休み明けから開始する予定としており

ます。 

 以上であります。 

 

 西舘議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 ありがとうございます。私の予想よりも大分早く運行が開始され

るというので、非常にうれしく思います。このスクールバスの更新

についても、３月定例会で私は質問で取り上げております。従来の

２台のスクールバスは老朽化して修理代が年間１５０万円以上かか

っているという実態を知りまして質問したわけですけれども、幸い
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というか何というか、町の一般財源ではなくて、この新型コロナ対

策の補助金が使えることになったということで、新車２台が買えた

と、これは誠にうれしいなと思います。 

 そして、子供たちが毎朝、楽しく学校へ登校できるなというふう

に思いますので、予定どおり運行開始していただくようお願いした

いと思います。 

 それでは、（２）に進みます。スクールバスの運行内容について

でございますけれども、６月定例会では、「２町合併により、過去

に行政による通学に変更が行われ、変更後、遠い学校へ通学する必

要が生じたことによるもの、また通学距離が片道４キロ以上と徒歩

での通学が困難な地区を対象としているため、現在の運行内容を見

直さず継続していきたい」と答弁されていますけれども、合併時、

１５年前ですね、と現在では、児童生徒の居住地の分布がかなり変

わってきていると私は思いますので、スクールバスの利用につい

て、保護者へのアンケート調査を行う考えはないか伺います。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 現在の運行内容を見直さず継続をしていきたいと考えております

ので、スクールバスの利用アンケートは行う予定はありません。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 それでは、合併による行政の変更によって、現在の運行経路、運

行内容が１５年続けられてきましたけれども、その当時と現在とで

は、その運行内容の根拠が全く変わっていないというふうにお考え

なのかどうか伺います。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 詳しいことは課長からまた付け加えてもらいますが、確かに遠い

ところとかがいっぱいあります。これも十分承知しているところで

あります。それから、議員お考えのとおり、いろんなことを見直さ
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なければならないのかなとは思ってはおるのですけれども、例えば

１つの事例として、私、さっきもちょっと出しましたけれども、百

石中学校に勤務しているときに、二川目の子たちは中学校まで６キ

ロあります。もし仮に全町的に見直さなければならないときは、そ

こら辺まで含めていろんなことを考えていかなきゃならないかなと

いうことは考えております。 

 ただ、何か見直すときには、やはり財源の裏づけがないと、広げ

るにしてもなかなか難しい状況がちょっとありますので、もうちょ

っと詳しいことありますか。ないですか。じゃあそういうことで、

現在のところ、今のところはまずアンケートは実施しないで、今の

ままちょっと続けていきたいなと思っているところであります。 

 以上です。 

 

 西舘議長  学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（福田輝雄君） 

 お答えになるかちょっと不安ですけれども、一応お話をさせてい

ただきたいと思います。 

 合併当時と議員おっしゃるとおり、住宅が増えてきている部分も

あって、居住地域が分散してきているところもあるかと思います。

ただ、学校の通学区域についてはほぼ変わらず、現在に至っている

ところになっておりました。 

 それで、議員お話しのとおり、やはり今後見直して進めなければ

ならないのではないかというものに関しましては、教育長が答弁し

たとおりとなりますが、１つのきっかけとなるとすれば、時期とし

て私たちが考えているのは、やはりこのそれぞれの学校の通学区域

を見直していかなければならない状況が生じた場合、または学校の

児童生徒数の減少によって、やはり統廃合をしていかなければなら

ない時期が来た場合には、抜本的な見直しもしていかなければなら

ないと思っております。 

 また、今回、前回の議会のときにもお話ししているように、現在

の運行を見直さないで、一応継続していきたいというお話の基に

は、やはり今、先ほど言ったスクールバスについては、２台の運行

をしていくことが、それから増やしていくことがなかなか厳しい状

況にあることと、やはり１か所、２か所を含めた、もしくは外した

という形をしていくのではなくて、全体のそのスクールバスの運行
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も、そのときには考えなければならないのかなということで思って

いるところになっておりますので、ご理解いただければと思いま

す。 

 

 西舘議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 ありがとうございます。今、教育長、それから担当課長の説明

も、私も理解はしておりますけれども、平成１８年３月１日におい

らせ町が２町合併してスタートいたしましたが、そのときの状況と

現在とでは、相当変わってきていることは認めつつも、運行内容は

変えないし、アンケートも取らないという姿勢に対しては、いかが

なものかなというふうに考えております。 

 というのは、合併して新町がスタートしたときにも、保護者には

何も、希望もアンケートも取っておりません。要は、行政がここか

らここまでで４キロ以上遠い人、ここの部落、隣の家でも部落が違

うと乗れませんよ、こういう運行を１５年間続けてきております。 

 したがって、新規で町に転入した子供、家庭の保護者は、どうし

てかなと理解できないでいるのは当然のことで、相談も増えてくる

わけですよ。これは、要は保護者の声を受け止めようという姿勢が

あるかないか。それぞれの意見を聴いてそれに合わせることは、こ

れは不可能に近いだろうと思いますけれども、ニーズを把握して、

より多くのニーズに応えつつ、なぜそうしたのかを理解していただ

くことが大切だろうと。そうすれば、苦情は減る、絶対減るはずで

す。 

 そのように前向きに取り組んでいただくことをお願い申し上げ

て、この項目は終わりたいと思います。 

 次、大きい３番のデマンド型交通の導入についてでございますけ

れども、（１）障害者等への配慮についてでございます。 

 町が来年４月から導入するデマンド型交通について、町長は９月

定例会で、「車椅子等での利用は対応が難しいため、これまでどお

り外出支援サービスや福祉タクシーの利用をお願いしたい」と答弁

しておられますけれども、今後は高齢者等車椅子利用者が増えると

予想されるため、現在の外出支援サービスや福祉タクシーの利用目

的を医療機関への通院に限定せず、ショッピングセンターやスーパ

ーへの買物などにも利用できるよう見直して、利用料金についても



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－７６－ 

割引クーポンを発行するなど、改正障害者差別解消法に沿った合理

的配慮に取り組む考えはないかお伺いします。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 デマンド型交通における車椅子での利用については、９月定例会

において議員からご意見をいただき、改めて障害者差別解消法やバ

リアフリー法の趣旨や、現行の外出支援サービス、福祉タクシーの

制度等を検討した結果、４台導入する車両のうちの１台をリフトつ

き車いす対応車両としました。 

 また、受託事業者からの企画提案により、リフトつき車椅子対応

車両にはホームヘルパー資格を有したドライバーを従事させ、運行

に支障がない範囲で乗り降りの手伝いができるようにしました。 

 デマンド型交通は乗り合いによる運行であるため、１人で乗り降

りできない方は介助者の同行が必要でありますが、車椅子のまま乗

り降りできるようになるため、通院、買物などの外出に利用しやす

くなると考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 ありがとうございます。９月の一般質問で、４台のうち何とか１

台は車椅子も乗れるような車両にしていただきたいと一番最後に締

めくくった結果、１台を車椅子対応に変更していただきまして、誠

にありがたいなと思っております。 

 私は幸い、車椅子を利用していたのは２年前の１２月定例会の一

般質問で、ここで車椅子のまま一般質問をさせていただきました。

入院中でしたから、病院から外出をもらっての一般質問でしたけれ

ども、それ以来、少しリハビリをしましたので、車椅子から脱却し

てつえで歩行が可能になりましたので、私は利用する場合は車椅子

使用のデマンドバスでなくても、一般のデマンドバスでも使えます

けれども、恐らく町民の方々、相当喜んでくれるんじゃないかと思

いますけれども、既存のいわゆる福祉バス、外出支援サービスとし

て行っている福祉バス、それから民間で行っている福祉タクシー、
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料金が全然違うわけですよ。高いわけです。もう距離で取られます

のでね。目的も通院というふうに限定されていると。これではやは

り差別解消が十分ではないと私は考えます。 

 デマンドバス１台で予約制ですから、どうしても足りなくなるだ

ろうと、車椅子の方が大勢利用したいと思った場合、その場合もや

むを得ず福祉タクシーなどを利用せざるを得ないわけですけれど

も、そういった場合に領収書などによって、町が補助する、あるい

は事前にクーポン券を発行するなどのことは考えていないのか質問

したのですけれども、そのことについての答弁が抜けておりました

ので、再度お願いします。 

 

 西舘議長  介護福祉課長。 

 

答弁 介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 お答えいたします。 

 まず、外出支援サービスにつきましては、町の公共交通の補完的

な役割ということで事業を展開しております。というあたりで、先

ほど障害者差別解消法という話も出ておりますけれども、それにつ

きましては、個々の障害によって様々な状況がありますので、それ

に対応するのは難しいなという考えもあります。 

 それで、今のところその補助金を出すとか、クーポンを発行する

ということにつきましては、考えておりません。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 分かりました。ここにデマンド型交通の手引というのがありま

す。これは平成２５年３月に国土交通省中部運輸局が発行しており

ますけれども、これには「望まれるデマンド型交通の導入」という

のがございまして、例えば予約時間とか、それから運行エリア、そ

れぞれモデルを載せてございます。住民周知の方法とか、導入した

後の住民からの評価、これを実施すると。こういったことが書かれ

ておりますけれども、今のところ、デマンドバス４台のうち１台を

車椅子対応にしたと、これも非常に大きな決断が必要だっただろう

とは思いますけれども、福祉バスや福祉タクシーの利用者に対する

援助をどうするか、これからも検討をぜひ続けていただいて、東北
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あるいは全国でもモデルになれるようなデマンド交通の導入にして

いただきたいなと、そういうふうに考えております。 

 なお、運行エリアについて９月定例会で質問したところ、町の境

までですという答弁でしたけれども、今でもそういう考えなのか伺

いたいと思います。というのは、先週の、先般の２日の定例会開会

日の行政報告を見ましたら、どこまで乗っていけるのかが記載され

ておりません。９月定例会では、境で降りてもらいますという答弁

でした。雨が降っていたらどうするのか。次の目的地まで、例えば

三沢の市立病院まで行きたいとかという場合に、住吉町なり鶉久保

の三沢市との境で降りてもらうというのが、９月の答弁でしたけれ

ども、そこから変更は全くないのか伺います。 

 

 西舘議長  ３番議員、これは大幅に通告外の質問ですので、答弁する側も通

告を受けておらないので。（「手を挙げておりますけれども。ラン

プもついていますが」の声あり）いや、大幅に通告外ですので。

（「通告外ではないと思います。デマンド型交通に関しての質問で

ございます」の声あり）いや、それは分かりますが、今のその区分

でしょう、どこまで運行するかという、質問は。（「大きい３番の

質問は、デマンド型交通の導入についてですよ。違いますか。もう

答弁の準備をしておられるんですよ。行政側が通告外だから……」

の声あり）政策推進課長。 

 

 西舘議長  政策推進課長。 

 

答弁 政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 それでは、お答えをしたいと思います。 

 町で４月から運行するデマンド型交通につきましては、あくまで

もおいらせ町が運行する公共交通ということでございますので、現

段階では町内のみを限定に運行するということになります。 

 議員おっしゃるとおり、三沢の市民病院、おいらせ町とのもうほ

ぼ境のところにありますので、あとちょっと足を延ばせばというと

ころの考え方もあるかと思いますが、定時・定路線型のバスと違い

まして、デマンド型交通につきましては、ある程度行けるところが

自由に行けるということもございます。そういう意味では、例えば

三沢の市民病院をＯＫということにすれば、じゃあそのほかの町外

のあそこはどうなるんだ、ここはどうなるんだということで、最終
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的にはその制限をかけられなくなるおそれもございます。 

 そういう意味では、現段階ではあくまで町内を限定で運行すると

いうことで考えております。これにつきましては今後、周辺の市町

村でもデマンド型交通が導入されるなどしてきて、おいらせ町とも

条件が似通ってきましたら、お互い行ってくるということも、協議

を進めていくことは可能かなというふうには思っております。 

 また、運行方法について、タクシーとほぼ町内限定でありますけ

れども、タクシーと同じような条件で走るということになります。

これが町外も含めてＯＫということになりますと、ほぼタクシーと

差が、差別が全くなくなるということになります。そうなると、現

在のタクシーの乗客を全て奪ってしまいかねないということもござ

いますので、ある程度はタクシーとの差別化というのは必要だとい

うふうには考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 ありがとうございます。少し９月の答弁から一部検討中という内

容で受け取らせていただいていいかなと思いますけれども、先ほど

紹介しました国土交通省が手引として発行しておりますデマンド型

交通の手引によりますと、「運行エリアの設定の視点と留意点」と

題しまして、運行エリア設定における留意点として、運行エリアは

当該市町村域内のみとするのが一般的ですが、隣接市町村に当該市

町村の住民が利用する総合病院や鉄道駅などの施設が存在する場

合、市町村域を超えて運行エリアを設定することが考えられます。

この場合、隣接市町村や隣接市町村の交通事業者との調整も必要と

なる場合があります。調整をすれば、要するに営業妨害がなけれ

ば、運行は可能であって、そちらのほうが住民の視点で利用者が増

えるし、利用者が増えれば赤字を避けることができるわけです。そ

う私は考えます。 

 それで、なおかつ導入済みの市町村からの住民の声まで、この国

土交通省では拾っているわけですよ。誰もが普段利用する市役所や

病院など近くの施設まで行けるよう、もう少しだけ運行範囲を広げ

れば利用する人が増えると思いますよという声。それから、市内だ

けでなく隣接市の鉄道駅や病院等にも行けて、隣接市のバスとの連



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－８０－ 

携ができるとよいと思います。要するに、路線バスの停留所までお

願いしたいと。これも住民からの要望として、もう国土交通省は拾

っています。 

 こういった現実があるということを念頭に、ぜひ検討を進めてい

ただくことをお願いして、次に進みたいと思います。 

 それでは、大きい項目の４番、新庁舎の建設についてでございま

す。 

 （１）統合新庁舎の建設時期についてでございます。 

 東日本大震災による被災自治体に対する合併特例債の使用期限

は、平成３０年４月の一部改正法施行により、合併年度から２５年

度まで（令和１２年度）となったが、今後使用できる特例債の額並

びに統合庁舎の建設場所と建設時期について町長のお考えを伺いま

す。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 ２席１３番、西館芳信議員と３席７番、日野口和子議員への答弁

と一部重複しますが、現在、合併特例債の発行可能額残高は約３１

億９，０００万円となっております。 

 また、新庁舎の建設場所については、平成３０年度に議員各位に

説明しているイオンモール敷地内、イオンモール周辺、現本庁舎の

３候補地を予定しておりましたが、災害時の防災拠点としての観点

を含め、改めて議論が必要になると考えております。 

 また、建設時期についても、具体的な場所が決まっていないこと

から未定になりますが、合併特例債が活用できる令和１２年度まで

に完成できるよう進めたいと考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 分かりました。令和１２年度までに完成させたいという結論でご

ざいましたので、ぜひこの特例債の発行期限、これを過ぎると約３

２億円を一般財源の持ち出しをしないと、新庁舎移転新築ができな

くなる、今のところですね、現行法律ではそうなりますので、ぜひ
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１年でも早く取りかかる必要があるなと私は思います。 

 はっきり言って、現在のところ何も計画白紙というふうに私は見

ておりますので、来年からでも計画に取り組んでいただきたいとい

うのが私の希望です。よろしくお願いいたしまして、最後の大きい

項目５番に入りたいと思います。 

 おいらせ病院の移転についてでございますけれども、（１）病院

の移転新築について。 

 おいらせ病院の安全な場所への移転新設を多くの町民が望んでい

ることは、過去の一般質問で複数の議員が訴えてきましたけれど

も、来年２月の選挙への再出馬を表明した成田町長の考えはいかが

かお伺いします。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 病院の移転整備については、３席７番、日野口和子議員のご質問

にお答えしたとおりですが、それに加えて申し上げますと、病院開

設者の私としては、地域において必要とされる医療の提供が大事だ

と考えております。 

 例えば今年２月に開設した眼科や昨今の新型コロナウイルス感染

症拡大時の発熱外来の検査、診察対応等といった、住民が安心して

医療を受けられる環境を担っていくことが、自治体病院の役割と認

識しております。 

 このようなことからも、医療の提供・確保については、将来を見

据えながら真剣かつ積極的に進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 私、今町長の答弁を聞いておりまして、町民も各議員も町の財政

を非常に心配しております。この財政が逼迫する中で新庁舎が造れ

るのかという質問もありました。まず、命を守るのが先決ではない

か、私もそのとおりだと思います。 

 １２年前の東日本大震災に被災する２年前ですけれども、現在の

おいらせ病院、約３万８，０００円の費用をかけて、一般財源で大
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がかりなリフォームを実施したことを記憶しております。町内の業

者が落札して施工いたしました。その当時は、まだリフォームすれ

ば１０年や２０年は使えるということで、議会も承認をいたしまし

た。 

 あの病院は合併以前から、旧百石病院時代から雨漏りなどがあっ

て、修理が必要だったけれども、旧百石町の財源不足によって本格

的な修理ができなかったものであります。それを合併したことによ

り、旧下田町が積み立てていた５億円を超える基金を利用して全面

リフォームができたわけです。その当時は津波浸水区域には指定さ

れていなかったわけですよ。県の防災マップでもね。 

 ところがその後、東日本大震災で当町も一部被災しました。そし

て、青森県も防災マップを新規に作成し直した結果、あそこの場所

も今のイオンモール下田も２７メートルを超える津波では浸水区域

に該当するということになってしまったわけですけれども、津波、

地震はいつ来るか分かりません。今１０分後に来るかもしれませ

ん。それに対して今すぐ着工しても、これは二、三年はかかるわけ

です。幾ら努力しても被害は１００％防ぐことは不可能です。 

 したがって、計画的に慎重に建設移転、安全な場所へ町民の期待

に沿うような設備のある病院を造る、この計画を慎重に進めていた

だきたいというのが私の希望です。 

 これを希望いたしまして、本日の一般質問を終わりたいと思いま

す。真摯なご答弁、誠にありがとうございました。 

 

 西舘議長  これで、３番馬場正治議員の一般質問を終わります。 

 ここで、会議時間を延長いたします。 

 ここで、暫時休憩いたします。 

 ３時４５分まで休憩いたします。 

  （休憩 午後 ３時３１分） 

 西舘議長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  （再開 午後 ３時４４分） 

 西舘議長  引き続き、一般質問を行います。 

 ６席１５番、楢山 忠議員の一般質問を許します。１５番、楢山 

忠議員。 

 

質疑 １５番  １５番、楢山です。議長のお許しを得て、通告書に従い一般質問
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（楢山 忠君） をいたします。一問一答方式でお願いいたします。答弁なさる方々

もお疲れのことと思いますので、私も簡潔に質問しますので、皆さ

んも簡潔にお答えください。 

 さて、質問前に、同僚であった澤上 勝議員に対し哀悼の意をさ

さげたく思います。澤上 勝議員は、決まって朝５時には自分の納

得する新聞記事を写メールしてきました。よく勉強していると感心

させられたものであります。また、行動力とバイタリティーには感

心いたしました。今はただただご冥福をお祈りするのみでありま

す。 

 それでは、勝議員の力を借りて質問いたします。 

 さて、新型コロナ感染者は減少しました。これもワクチン接種の

効果であろうと思うものでありますが、安心しておられません。南

アフリカにおいて新変異型のオミクロン株が発生したとのニュース

がありました。第６波の感染者拡大の予感がいたします。国・県・

町、また我々町民も現状に満足することなく、感染予防を徹底する

ことであろうと思うものであります。 

 それでは、質問事項１ですが、最大津波の２７メートルや大雨洪

水の浸水対策と避難所の対策についてでありますが、質問の要旨

（１）新庁舎建設候補地の浸水状況と今後の対策について問うもの

であります。 

 アとして、本庁舎の浸水状況をどのように検証いたしましたか。

浸水は何メートルになりますか。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 ６席１５番、楢山 忠議員のご質問にお答えします。 

 本庁舎の津波浸水想定では、浸水区域外となっておりますが、奥

入瀬川の洪水浸水想定については、平成３１年１月に青森県が公表

しており、最大で３メートル未満の浸水が予想されております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（楢山 忠君） 

 分かりました。 

 それでは、次にイですが、イオン下田駐車場の浸水状況をどのよ
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うに検証いたしましたか。浸水は何メートルになりますか。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 青森県が今年５月に公表した津波浸水想定では、イオンモール下

田敷地内の多くは３０センチから３メートル未満の範囲で浸水区域

となっています。 

 また、奥入瀬川の洪水浸水想定では、敷地内の半分程度が５０セ

ンチ未満の浸水と予想されています。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（楢山 忠君） 

 分かりました。再質問ですが、ＮＨＫで毎夕６時過ぎに、県内各

市町村の津波被害想定をディサスタースコープで浸水疑似体験をし

て検証していますが、これに応募して検証する考えはありません

か。 

 

 西舘議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（西舘道幸君） 

 それでは、お答えいたします。 

 今楢山議員がご質問にありました番組については、日本海溝津波

から青森を守るということで、ＮＨＫが特集している「私の町の避

難想定」ということだと思っておりますが、この検証につきまして

は、浸水の疑似体験を通して、よりリアルに浸水の状況を確認でき

るというもので、疑似体験を通じた防災意識の高揚と避難計画策定

などに役立てるものではないかと思っております。 

 公募により検証作業をしてくれるのかどうかはこちらでは把握し

ておりませんけれども、新庁舎建設のための検証ということでは、

ないかと思っております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １５番。 
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質疑 １５番 

（楢山 忠君） 

 やはり疑似体験的なそれも必要であろうと思うので、まずできる

のだったら応募してみたらいかがかなと思います。 

 それでは、次の質問ですが、（ウ）として、上記２候補地は浸水

想定区域と考えられますが、新庁舎建設候補地から除外する考えは

ありませんか。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 現時点で町が想定している建設候補地は、イオンモール下田敷地

内、イオンモール周辺、本庁舎としていますが、津波及び洪水によ

る浸水想定区域に含まれる候補地もあるため、現候補地からの除外

あるいは新たな候補地の追加など、改めて議論が必要になると考え

ております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（楢山 忠君） 

 分かりました。過去に新庁舎建設庁内検討委員会では、平成３０

年度に新庁舎建設候補地として、先ほど町長がお話しした３候補地

を選択いたしました。その３候補地とは、先ほど町長の話したとお

りでありますが、イオンモール下田周辺、それから現本庁舎、それ

からイオンモール下田敷地と。 

 そこで、次の質問でありますが、（エ）として、仮に浸水想定区

域を除外した場合、残るは１候補地となります。また、合併特例債

の期限も迫ってきていますが、早急に新庁舎建設計画案について着

手する考えはありませんか。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 本日、多くの議員からご質問をいただいております新庁舎の建設

については、平成２４年度に町議会分庁舎耐震調査特別委員会から

出された意見に基づき、合併特例債を活用できる期間内に統合方式

に向け検討することとされ、これまでに様々な関係者との意見交
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換、議論を重ねてきましたが、今日まで最終決定には至っておりま

せん。 

 旧百石町と旧下田町が合併し、効率的な行政運営を図ることを目

的に合併しましたが、いまだ老朽化した２つの庁舎が部署が分散

し、町民の利便性向上に寄与することができておりません。また、

昨今の異常気象により、大雨による洪水あるいは大地震による津波

襲来がいつ発生してもおかしくない状況にあります。 

 私の新庁舎に対する考えには、豪華で華美な庁舎を建設するとい

う思いは全くなく、コンパクトで機能的な庁舎建設に向け、住民の

皆さんからの意見を聴きながら整備するという思いであります。 

 したがいまして、合併特例債の期限は決まっているものの、焦ら

ずにしっかりと議論を重ね、庁舎整備に向けた取組は実施したいと

考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（楢山 忠君） 

 再選をして、先ほどお話ししたそれを実行するようにしてくださ

い。 

 それでは、ちょっとこれは話がそれるかもしれませんけれども、

この１つ残った候補地は、古墳等の調査が考えられますが、その調

査期間をどのように考えていますか。どれぐらいかかるかとかそう

いうの、もし分かったら教えていただきたいと思いますけれども。

分からなければ後でいいです。分かりませんね。分かります。は

い、どうぞ。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 後からにしていただければと。（「分かりました」の声あり） 

 西舘議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（楢山 忠君） 

 それでは、次の質問であります。 

 （２）として、避難所における感染症対策等について問うもので

あります。 
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 （ア）として、１１月３日に令和３年度町総合防災訓練が下田中

学校で開催されました。訓練では、簡易間仕切りと段ボールベッド

の組立てが行われました。組立ては簡単なように思われましたが、

実際は複数の人が必要で、相当な訓練も必要と感じました。 

 また、段ボールの保管には、防虫、防獣（ネズミ等）、防湿及び

スペース等が必要と思われますが、それらの対策はどのようになっ

ていますか。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 段ボールパーテーションあるいは段ボールベッドなどの災害用備

蓄品は、下田公園内にある町防災資材等備蓄倉庫に保管しておりま

す。 

 ご質問の虫、ネズミ等の対策ですが、出入口へ仕切り板を設置し

たり、倉庫内にネズミ捕りを設置しているほか、定期的に倉庫内の

清掃や点検を行っておりますし、湿気対策についても常時換気扇を

作動させ、倉庫内の空気を循環させております。 

 また、保管スペースについては、倉庫の容量や災害時の運搬作業

を考慮し、指定避難所に指定されている甲洋小学校、百石中学校、

下田中学校の敷地内に、避難所運営物品収納庫としてプレハブ倉庫

を新設し、段ボールパーテーションや段ボールベッドなど大型物資

を分散保管することとしております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（楢山 忠君） 

 分かりました。管理が大変だろうと思います。それでもしっかり

した管理をしていただきたいと思いますけれども。 

 それでは、次の質問ですが、（イ）として、他自治体では災害時

の避難所における感染症対策を強化するためにテントを購入し、避

難所や体育館、小中学校等の校庭やグラウンド等に備蓄、約１，０

００から２，０００張を進めています。 

 また、避難所内にいる体調不良者の避難者に対し、個室の専用ス

ペースを設け、感染者を出さない取組に注力しています。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－８８－ 

 当町においても、このような感染症対策やプライベートスペース

を確保するため、テントを備蓄する必要があると考えております。 

 浸水想定区域の住民に対し、家族用のキャンプテントを購入して

いただき、それを日常生活で活用することによって訓練につながり

ます。さらに、キャンプに必要な寝袋をはじめとする道具も確保す

ることが可能となります。 

 このようなことから、浸水区域住民に対し、テント購入補助を検

討する考えはありませんか。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 感染症対策を踏まえた避難所運営には、世帯ごとの居住スペース

の確保が必須となりますが、当町では段ボールパーテーションの活

用を想定しております。 

 ご質問にあるようにテントを活用している自治体もありますが、

段ボールパーテーションにはコストだけでなく加工や運搬のしやす

さや汎用性も高く、多くのメリットがあると考えております。 

 また、津波避難に際しては、徒歩による避難を基本としておりま

すので、非常時の持ち出し物品にテントを加えるとなると、避難時

の大きな負担になる可能性があります。 

 このことから、町としては災害用テント購入に対する助成は現時

点は考えておりません。しかし、あくまでも現時点ですから、この

先どういうことが起こるかも分かりませんので、その時点でまた改

めて考えたいと思っております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（楢山 忠君） 

 徒歩での避難というのが主ですけれども、遠方では車での避難と

かそういうのもあるので、その持ち運びについては工夫すれば何と

でもできるんじゃないかなと思いますので、いろいろ事情が変わっ

たら、またそれなりに考えていただきたいと、そういうふうに思い

ます。 

 ところで、再質問ですが、段ボールベッド、簡易間仕切り用段ボ
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ールを地区自主防災会に貸与し、常日頃の訓練に活用し、習熟者を

養成する考えはありませんか。 

 

 西舘議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課

長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 議員のただいまのご質問の視点は、町としても必要なこととして

認識してございます。実はこれまでも自主防災組織の方々が集まる

機会があれば、段ボール備蓄を活用した訓練の実施を呼びかけてお

りますし、必要な物品であったり、あと職員の派遣も行っておりま

す。実際に今年度でありますが、２つの自主防災組織で段ボール組

立て訓練を実施しているところであります。こういった取組は今後

も続けていきたいと思っております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（楢山 忠君） 

 多くの自主防災会に体験してもらったほうがいいと思います。や

はりあれ、段ボールをすぐ組み立てるといっても、なかなかそう簡

単じゃないみたいですよ。私はもうこの間のあれで体験してみてよ

く分かりましたので、よろしくお願いします。 

 それでは、次の質問事項２ですが、資源ごみの保管管理について

ですが、質問の要旨（１）高速道路の百石道奥入瀬川土手下付近に

ある旧フルマタ漬物工場内に資源ごみと思われるプラスチックが数

年前から保管され、地区住民が心配し担当課に話したが、改善のあ

かしが見られないとの相談がありました。 

 先般、新聞報道で廃棄車両が何十年もおいらせ町内に放置され、

県が処理しているとのことですが、そのような状態になることと、

資源ごみが可燃物であり火災が発生することを危惧しています。こ

のことについて、町の現状把握及び対策はどのようになっています

か。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長  お答えします。 
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（成田 隆君）  ご質問の旧工場内にビニール等の廃プラスチックが保管されてい

る状況は、町でも確認しているところです。 

 この件については、令和２年度に県が事業主に対し状況確認を行

っており、事業主からは再利用する旨の回答を受け、産業廃棄物に

は当たらないことを確認したとの連絡を受けております。 

 また、事業主やビニールの使用目的も確認できているため、現時

点では行政指導ができない状況であることをご理解いただきたいと

思います。 

 なお、敷地内での管理方法が適切でない部分もあることから、県

に対し屋外管理の現状を伝えたところ、状況確認はしていきたい旨

の回答を得ており、町も歩調を合わせて対応を行っていきたいと思

っております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（楢山 忠君） 

 持ち主が分かっているということであれば、火災等の事故が発生

したときにの責任・補償というのはおのずと、その持ち主が責任を

負わなければならないものだろうなと思います。答弁は要りませ

ん。一応答弁を求めようと思いましたけれども、先ほど聞きました

ので要りません。 

 ところで、また再質問ですが、行政には町民の安全・安心を確保

することが業務の１つと思います。そこで、今回、地区住民への説

明をどのように考えていますか。 

 

 西舘議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（澤頭則光君） 

 ただいまの質問にお答えします。 

 地区住民への説明をというお話ですが、現段階では事業主の状況

やビニールのリサイクル使用の確認できているところです。 

 それから、事業者へ説明できる環境を整えているとともに、第三

者への影響も今のところはほぼないのかなと思っている状況です。 

 このことから、町内会規模の説明会は、事業者への風評被害も考

慮し、実施は考えていないところです。 

 ただ、この件については、気になさっている方がいるというのも
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こちらでは承知しております。町民課において個別に説明はしてい

きたいなと考えております。 

 以上となります。 

 

 西舘議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（楢山 忠君） 

 じゃあ個別でもいいですから、その心配をしている方にだけでも

いいですから、よく説明をしておいていただきたいと、そういうふ

うに思います。 

 それでは、次の質問事項３となりますが、下田公園内の倒木危険

についてであります。 

 質問の要旨（１）公園内山崎堤隣接地の木道のある湿生花園内の

傾斜地に樹齢７０年から８０年の雑木、ミズナラと思われますが、

４５度に傾斜して樹齢３０年から４０年の杉の木に寄りかかってい

る状態であります。この件については春頃から担当課に安全対策を

お願いしてきました。 

 そこで、次のことについて問うものであります。 

 （ア）として、管理評価についてですが、危険度は数値化されて

いますか。また、どのように考え、その検討をどのようにしていま

すか。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 公園内の危険木につきましては、危険度による数値的な管理評価

は行っておらず、随時見回りや利用者からの情報提供により、担当

課で現地確認の上、伐採等の安全対策を講ずることとしておりま

す。 

 危険度の判定については、調査のための人員確保が難しく、また

台風などにより倒木が発生する場合がありますので、引き続き見回

りや情報提供による安全対策を講じてまいります。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １５番。 
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質疑 １５番 

（楢山 忠君） 

 この件で質問したのは、地域課長が森林課長だったので、恐らく

自分から言い出せなくて、皆さんにその危険の度合いを言えなくて

予算を取れないでいるんじゃないかなと、そうこっちが勝手に危惧

をして、この質問をしております。 

 そういうことから、この間、危険標示の看板も立ててくれました

から、大分ここは危険だなというのが分かるようになりました。た

だ、エルニーニョ現象ですか、ラニーニャ現象というのですか、今

冬もまた雪が、降雪が多いと聞きますので、あれに雪が積もるとば

っさりいってしまう可能性がありますので、早い対応をお願いをし

たいと思います。 

 それでは、（イ）ですが、今回の事例をどのように評価し、対策

をどのように考えていますか。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 今回情報提供をいただいた危険木については、傾斜地に高木１本

が傾いており、伐採は足場を設置した上での作業となるため、次年

度において伐採を行う予定としております。 

 今後の対応といたしまして、安全対策が講じられるまでの間、現

地に注意看板設置を徹底していきたいと考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（楢山 忠君） 

 あれは、人身事故がない、人がいないときであっても、あれが倒

れると、せっかく造った木道が駄目になってしまうんじゃないかな

とも思うもので、来期でも早い機会にお願いしたいと思います。 

 それでは、最後の質問となりますが、質問事項４、おいらせ病院

前河川敷公園の管理についてであります。 

 質問の要旨（１）おいらせ病院前の河川敷公園にベンチがありま

すが、草が生い茂り使用しかねる状態であります。 

 そこで、次のことについて問うものであります。 

 （ア）として、管理はどのようになっていますか。 
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 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 おいらせ病院前の河川広場の管理は、青森県との協定に基づき町

が行うこととされ、年２回、シルバー人材センターで草刈りを行っ

ております。 

 現地を確認したところ、９月下旬に草刈りが行われましたが、鎌

などによる手作業での草刈りや、草刈り後の集積等を行っていない

ことにより、草刈り後の状況が雑に見える箇所がありましたので、

次年度以降の草刈り方法についてシルバー人材センターと協議して

いきたいと考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（楢山 忠君） 

 分かりました。再質問ですが、もしできたら、地区住民も協力し

て整備しているようですが、地区住民に補助金を支払って管理委託

してはいかがかなと思いますが、いかがですか。考えてみる必要は

ありませんか。 

 

 西舘議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（桒嶋泰幸君） 

 再質問にお答えいたします。 

 河川広場について地区住民の団体等が管理することは、青森県と

の協定上問題がないと思われますので、今後、管理していただける

団体等がございましたら、管理委託の検討を進めてまいりたいと考

えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（楢山 忠君） 

 一部手刈りででも協力してやっている人がいるみたいですので、

その人を基準にしていただいて、当たってみてはいかがですか。 

 次の質問になります。 

 （イ）ですが、この公園を町として将来どのように考えています
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か。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 河川広場の将来の管理について、河川広場が設置されている間

は、現在と同じ体制で管理していくことになります。 

 なお、河川広場以外の河川敷の管理は青森県が行うことになりま

すが、雑木等が繁茂している状況であったことから、今年度７月５

日開催の県管理施設現地視察会において、上北地域県民局地域整備

部に状況を説明して対応をお願いしております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（楢山 忠君） 

 分かりました。あそこの公園の利用者も人口も減少し、また病院

の移転も考えられるということで、厳しい状況にあると思われます

が、しかし小さい公園であっても憩いの場は必要であります。 

 実行をお願いして、全質問を早く終わります。早く終わって申し

訳ありませんけれども、真摯なるご答弁、誠にありがとうございま

した。 

 

 西舘議長  これで、１５番、楢山 忠議員の一般質問を終わります。 

 以上で、一般質問を終わります。 

 

日程終了の 

告知 

西舘議長  これで、本日の日程は全て終了いたしました。 

 これで、本日の会議を閉じます。 

 

次回日程の 

報告 

西舘議長  明日７日は午前１０時から本会議を開き、議案審議を行います。 

 

散会宣告 西舘議長  本日は、これで散会いたします。 

 

  （散会時刻 午後 ４時１５分） 

 

 事務局長  修礼を行いますので、ご起立願います。 
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（赤坂千敏君）  礼。 

 
  


